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Ⅰ.  医学部付属病院について





（1）沿　革

（2）特　徴

Ⅰ.  医学部付属病院について

病院長 

事務長 

東　原　英　二 

原　　　哲　夫 

専　門 

役職名 

泌尿器科 

事務部長 

就任年月日 

就任年月日 

平成18年４月1日 

平成12年１月1日 

教
職
員
数 

医師 

283人 

看護要員 

1,148人 

薬剤師 

36人 

事務職員 

80人 

その他 

30人 

合　計 

1,747人 

 

51人 

 

2人 

歯科 
医師 

放射線 
技　師  

96人 

臨床検査 
技　　師  

21人 

理学・作業療法士 
言語聴覚士  

98人 

研修医 
（医科） 

病　床 

区　分 

一   般 

精   神 

計 

病床数 

１，１２１床 

３２床 

１，１５３床 

病床数 

許 可 病 床 

稼動病床数 

1,153床 

1,021床 

平成19年３月１日現在 



（3）平成18年度　主な申請許可事項等（診療報酬）

（4）平成18年度　主な申請許可事項等（用途変更）

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

東京社会保険事務局 

特定機能病院入院基本料 

救急医療管理加算・乳幼児救急医療管理加算 

栄養管理実施加算 

医療安全対策加算 

褥瘡ハイリスク患者ケア加算 

ハイリスク分娩加算 

特定集中治療室管理料 

ウイルス疾患指導料 

喘息治療管理料 

単純ＣＴ撮影及び単純ＭＲＩ撮影 

心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 

脳血管疾患等・運動器・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 

腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術 

手術 

ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ） 

緩和ケア診療加算 

地域連携診療計画管理料 

重症者等療養環境特別加算 

申請者 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

許可事項等 提出先 内　容 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

届出 

病院開設許可事項一部変更届 

（病院長交代） 

病院開設許可事項一部変更許可申請 

病院開設許可事項一部変更使用許可申請 

（ＴＣＣ地下１階） 

病院開設許可事項一部変更許可申請 

病院開設許可事項一部変更使用許可申請 

（第２病棟３階Ｂ棟・ＴＣＣ地下１階） 

病院開設許可事項一部変更許可申請 

病院開設許可事項一部変更使用許可申請 

（もの忘れセンター） 

東京都福祉保健局 

（多摩府中保健所経由） 

東京都福祉保健局 

（多摩府中保健所経由） 

東京都福祉保健局 

（多摩府中保健所経由） 

東京都福祉保健局 

（多摩府中保健所経由） 

申請者 

理事長 

理事長 

理事長 

理事長 

内　容 

病院長交代 

改修工事 

改修工事 

改修工事 

許可事項等 提出先 



（5）特定機能病院紹介率

<特定機能病院紹介率> 
紹介率（医療法上） 

紹介率（診療報酬上） 

17年 
４月 

46.8% 

42.6%

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 

44.8% 

40.5%

48.6% 

44.7%

45.4% 

41.0%

45.1% 

39.4%

47.0% 

41.4%

<特定機能病院紹介率> 
紹介率（医療法上） 

紹介率（診療報酬上） 

10月 

48.9% 

43.8%

11月 

47.7% 

42.8%

12月 

46.1% 

42.5%

18年 
１月 

45.9% 

40.8%

２月 

50.5% 

44.9%

３月 

47.0% 

42.0%

合計 

47.0% 

42.0%



高度救命救急センター  

臓器・組織移植センター 

熱 傷 セ ン タ ー  

総合周産期母子医療センター 

腎 ・ 透 析 セ ン タ ー  

集 中 治 療 室   

健 康 医 学 セ ン タ ー  

腫 瘍 セ ン タ ー  

脳 卒 中 セ ン タ ー  

           

呼 吸 器 内 科  

腎臓内科・リウマチ膠原病内科 

神 経 内 科  

循 環 器 内 科  

血 液 内 科  

消 化 器 内 科  

糖尿病・内分泌・代謝内科 

高 齢 医 学  

精 神 神 経 科  

小 児 科  

消 化 器 ・ 一 般 外 科  

呼 吸 器 ・ 甲 状 腺 外 科  

乳 腺 外 科  

小 児 外 科  

脳 神 経 外 科  

心 臓 血 管 外 科  

整 形 外 科  

皮 膚 科  

形 成 外 科 ･ 美 容 外 科  

泌 尿 器 科  

眼 科

耳 鼻 咽 喉 科  

産 婦 人 科  

放 射 線 科  

麻 酔 科  

救 急 医 学  

リハビリテーション科  

感 染 症 科  

臨 床 検 査 医 学  

           

病 院 病 理 部  

検 査 部  

手術部（中央・外来）  

医 療 機 材 滅 菌 室  

臨 床 工 学 室  

放 射 線 部  

内 視 鏡 室  

リハビリテーション室  

           

臨 床 試 験 管 理 室  

           

栄 養 科  

           

診 療 情 報 管 理 室  

           

看 護 部  

           

薬 剤 部  

           

事 務 部  

セ

ン

タ

ー

・

室

 

診
　
　
療
　
　
科 

中
　
央
　
施
　
設 

地
域
医
療
連
携
室 

入

退

院

管

理

室

 

職

員

教

育

室

  

病

院

管

理

部

  
企

画

運

営

室

  

医
療
安
全
管
理
室  

副

院

長

 
 

病
　
　
院
　
　
長  

研

修

医

  

杏林大学医学部付属病院組織図 



520,000

540,000

560,000

580,000

600,000

620,000

640,000

660,000

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

人
数 

年数 

系列１ 

外来診療実績    

　外来患者延数（過去10年間）　 

年　度 

外来患者数 

H９ 

597,064

Ｈ10 

580,965

Ｈ11 

563,396

Ｈ12 

577,523

Ｈ13 

589,530

Ｈ14 

582,921

Ｈ15 

592,644

Ｈ16 

600,153

Ｈ17 

646,108

Ｈ18 

644,403

31,000

32,000

33,000

34,000

35,000

36,000

37,000

38,000

39,000

40,000

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

人
数 

年数 

系列１ 

　救急外来患者延数（過去10年間） 

年　度 

救急外来患者数 

H９ 

37,590

Ｈ10 

38,674

Ｈ11 

36,487

Ｈ12 

35,425

Ｈ13 

36,352

Ｈ14 

37,368

Ｈ15 

36,250

Ｈ16 

36,742

Ｈ17 

34,083

Ｈ18 

39,306



平成18年度　各科別外来総計表 

 
リウマチ膠原病 
 
 
腎 臓 内 科  
 
 
神 経 内 科  
 
 
呼 吸 器 内 科  
 
 
血 液 内 科  
 
 
循 環 器 内 科  
 
 
糖 代 内 内 科  
 
 
消 化 器 内 科  
 
 
高 齢 医 学  
 
 
小 児 科  
 
 
皮 膚 科  
 
 
消 化 器 外 科  
 
 
乳 腺 外 科  
 
 
甲 状 腺 外 科  
 
 
呼 吸 器 外 科  
 
 
心臓血管外科 
 
 
形 成 外 科  
 
 
脳 神 経 外 科  
 
 
整 形 外 科  
 
 
泌 尿 器 科  
 
 
眼 科  
 
 
耳 鼻 咽 喉 科  
 
 
産 科  
 
 
婦 人 科  
 
 
放 射 線 科  
 
 
麻 酔 科  
 
 
透析センター 
 
 
小 児 外 科  
 
 
精 神 神 経 科  
 
 
救 急 医 学 科  
 
 
（ Ａ Ｔ Ｔ ）  
 
 
脳 卒 中 科  
 
 
もの忘れセンター 
 
 
総 合 診 療 科  
 
 
リ ハ 科  
 
 
総 合 計  

新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 

66 
831 
897 
113 
896 
1,009 
262 
1,282 
1,544 
141 
1,550 
1,691 
79 
753 
832 
255 
3,356 
3,611 
87 

1,869 
1,956 
388 
3,011 
3,399 
122 
1,134 
1,256 
481 
1,624 
2,105 
467 
3,524 
3,991 
155 
1,215 
1,370 
134 
1,032 
1,166 
3 
4 
7 
41 
499 
540 
73 
572 
645 
292 
1,108 
1,400 
222 
1,021 
1,243 
750 
2,812 
3,562 
261 
2,976 
3,237 
756 
5,620 
6,376 
599 
1,637 
2,236 
83 
769 
852 
197 
1,592 
1,789 
81 
936 
1,017 
22 
299 
321 
0 

270 
270 
50 
276 
326 
119 
2,294 
2,413 
33 
36 
69 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

486 
1,153 
1,639 
16 
544 
560 
6,834 
46,495 
53,329

2.8 
34.6 
37.4 
4.7 
37.3 
42.0 
10.9 
53.4 
64.3 
5.9 
64.6 
70.5 
3.3 
31.4 
34.7 
10.6 
139.8 
150.5 
3.6 
77.9 
81.5 
16.2 
125.5 
141.6 
5.1 
47.3 
52.3 
20.0 
67.7 
87.7 
19.5 
146.8 
166.3 
6.5 
50.6 
57.1 
5.6 
43.0 
48.6 
0.1 
0.2 
0.3 
1.7 
20.8 
22.5 
3.0 
23.8 
26.9 
12.2 
46.2 
58.3 
9.3 
42.5 
51.8 
31.3 
117.2 
148.4 
10.9 
124.0 
134.9 
31.5 
234.2 
265.7 
25.0 
68.2 
93.2 
3.5 
32.0 
35.5 
8.2 
66.3 
74.5 
3.4 
39.0 
42.4 
0.9 
12.5 
13.4 
 

10.8 
10.8 
2.1 
11.5 
13.6 
5.0 
95.6 
100.5 
1.4 
1.5 
2.9 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20.3 
48.0 
68.3 
0.7 
22.7 
23.3 
284.8 
1,937.3 
2,222.0

48 
881 
929 
92 
952 
1,044 
214 
1,219 
1,433 
159 
1,593 
1,752 
57 
745 
802 
231 
3,326 
3,557 
127 
1,663 
1,790 
269 
2,640 
2,909 
50 

1,157 
1,207 
515 
1,606 
2,121 
589 
3,591 
4,180 
108 
1,163 
1,271 
123 
1,111 
1,234 
6 
14 
20 
45 
414 
459 
65 
561 
626 
310 
1,151 
1,461 
279 
988 
1,267 
778 
2,842 
3,620 
307 
2,952 
3,259 
911 
5,420 
6,331 
743 
1,761 
2,504 
73 
861 
934 
196 
1,610 
1,806 
79 
789 
868 
40 
306 
346 
0 

282 
282 
67 
253 
320 
136 
2,326 
2,462 
32 
37 
69 
600 
263 
863 
 
 
 
 
 
 

483 
1,274 
1,757 
27 
515 
542 
7,759 
46,266 
54,025

2.0 
36.7 
38.7 
3.8 
39.7 
43.5 
8.9 
50.8 
59.7 
6.6 
66.4 
73.0 
2.4 
31.0 
33.4 
9.6 

138.6 
148.2 
5.3 
69.3 
74.6 
11.2 
110.0 
121.2 
2.1 
48.2 
50.3 
21.5 
66.9 
88.4 
24.5 
149.6 
174.2 
4.5 
48.5 
53.0 
5.1 
46.3 
51.4 
0.3 
0.6 
0.8 
1.9 
17.3 
19.1 
2.7 
23.4 
26.1 
12.9 
48.0 
60.9 
11.6 
41.2 
52.8 
32.4 
118.4 
150.8 
12.8 
123.0 
135.8 
38.0 
225.8 
263.8 
31.0 
73.4 
104.3 
3.0 
35.9 
38.9 
8.2 
67.1 
75.3 
3.3 
32.9 
36.2 
1.7 
12.8 
14.4 
 

10.4 
10.4 
2.8 
10.5 
13.3 
5.7 
96.9 
102.6 
1.3 
1.5 
2.9 
25.0 
11.0 
36.0 
 
 
 
 
 
 

20.1 
53.1 
73.2 
1.1 
21.5 
22.6 
323.3 
1,927.8 
2,251.0

67 
814 
881 
55 
956 
1,011 
204 
1,232 
1,436 
163 
1,581 
1,744 
46 
725 
771 
187 
3,201 
3,388 
104 
1,985 
2,089 
240 
3,064 
3,304 
46 

1,064 
1,110 
524 
1,687 
2,211 
634 
3,836 
4,470 
124 
1,157 
1,281 
114 
1,234 
1,348 
1 
22 
23 
55 
455 
510 
75 
593 
668 
298 
1,196 
1,494 
258 
1,088 
1,346 
782 
3,180 
3,962 
295 
3,127 
3,422 
961 
5,928 
6,889 
636 
1,890 
2,526 
78 
825 
903 
231 
1,691 
1,922 
101 
1,052 
1,153 
31 
300 
331 
0 

282 
282 
64 
269 
333 
140 
2,325 
2,465 
30 
39 
69 
687 
335 
1,022 

 
 
 
 
 
 

514 
1,279 
1,793 
31 
570 
601 
7,776 
48,982 
56,758

2.6 
31.3 
33.9 
2.1 
36.8 
38.9 
7.9 
47.4 
55.2 
6.3 
60.8 
67.1 
1.8 
27.9 
29.7 
7.2 

123.1 
130.3 
4.0 
76.4 
80.4 
9.2 

117.9 
127.1 
1.8 
40.9 
42.7 
20.2 
64.9 
85.0 
24.4 
147.5 
171.9 
4.8 
44.5 
49.3 
4.4 
47.5 
51.9 
0.0 
0.9 
0.9 
2.1 
17.5 
19.6 
2.9 
22.8 
25.7 
11.5 
46.0 
57.5 
9.9 
41.9 
51.8 
30.1 
122.3 
152.4 
11.4 
120.3 
131.6 
37.0 
228.0 
265.0 
24.5 
72.7 
97.2 
3.0 
31.7 
34.7 
8.9 
65.0 
73.9 
3.9 
40.5 
44.4 
1.2 
11.5 
12.7 
 

10.9 
10.9 
2.5 
10.4 
12.8 
5.4 
89.4 
94.8 
1.2 
1.5 
2.7 
26.4 
12.9 
39.3 
 
 
 
 
 
 

19.8 
49.2 
69.0 
1.2 
21.9 
23.1 
299.1 
1,883.9 
2,183.0

46 
899 
945 
53 
906 
959 
167 
1,247 
1,414 
146 
1,593 
1,739 
38 
764 
802 
149 
3,441 
3,590 
87 

1,798 
1,885 
275 
2,869 
3,144 
63 

1,204 
1,267 
507 
1,626 
2,133 
696 
3,938 
4,634 
125 
1,130 
1,255 
143 
1,274 
1,417 
4 
15 
19 
56 
488 
544 
56 
571 
627 
347 
1,251 
1,598 
247 
1,056 
1,303 
789 
2,855 
3,644 
334 
3,183 
3,517 
944 
5,617 
6,561 
602 
1,882 
2,484 
82 
777 
859 
251 
1,678 
1,929 
90 
917 
1,007 
29 
354 
383 
0 

289 
289 
63 
323 
386 
149 
2,461 
2,610 
29 
38 
67 
758 
447 
1,205 

 
 
 
 
 
 

461 
1,336 
1,797 
23 
483 
506 
7,809 
48,710 
56,519

1.8 
36.0 
37.8 
2.1 
36.2 
38.4 
6.7 
49.9 
56.6 
5.8 
63.7 
69.6 
1.5 
30.6 
32.1 
6.0 

137.6 
143.6 
3.5 
71.9 
75.4 
11.0 
114.8 
125.8 
2.5 
48.2 
50.7 
20.3 
65.0 
85.3 
27.8 
157.5 
185.4 
5.0 
45.2 
50.2 
5.7 
51.0 
56.7 
0.2 
0.6 
0.8 
2.2 
19.5 
21.8 
2.2 
22.8 
25.1 
13.9 
50.0 
63.9 
9.9 
42.2 
52.1 
31.6 
114.2 
145.8 
13.4 
127.3 
140.7 
37.8 
224.7 
262.4 
24.1 
75.3 
99.4 
3.3 
31.1 
34.4 
10.0 
67.1 
77.2 
3.6 
36.7 
40.3 
1.2 
14.2 
15.3 
 

11.1 
11.1 
2.5 
12.9 
15.4 
6.0 
98.4 
104.4 
1.2 
1.5 
2.7 
30.3 
17.9 
48.2 
 
 
 
 
 
 

18.4 
53.4 
71.9 
0.9 
19.3 
20.2 
312.4 
1,948.4 
2,260.8

46 
801 
847 
66 
920 
986 
203 
1,095 
1,298 
151 
1,622 
1,773 
46 
714 
760 
160 
3,277 
3,437 
87 

1,700 
1,787 
308 
2,862 
3,170 
58 

1,158 
1,216 
433 
1,635 
2,068 
780 
3,999 
4,779 
128 
1,094 
1,222 
127 
1,052 
1,179 
4 
19 
23 
54 
448 
502 
63 
470 
533 
319 
1,256 
1,575 
178 
960 
1,138 
764 
2,818 
3,582 
315 
3,118 
3,433 
886 
5,992 
6,878 
700 
1,920 
2,620 
89 
832 
921 
257 
1,669 
1,926 
100 
820 
920 
28 
334 
362 
0 

306 
306 
69 
353 
422 
181 
2,644 
2,825 
19 
37 
56 
756 
438 
1,194 

 
 
 
 
 
 

491 
1,298 
1,789 
20 
471 
491 
7,886 
48,132 
56,018

1.7 
29.7 
31.4 
2.4 
34.1 
36.5 
7.5 
40.6 
48.1 
5.6 
60.1 
65.7 
1.7 
26.4 
28.2 
5.9 

121.4 
127.3 
3.2 
63.0 
66.2 
11.4 
106.0 
117.4 
2.2 
42.9 
45.0 
16.0 
60.6 
76.6 
28.9 
148.1 
177.0 
4.7 
40.5 
45.3 
4.7 
39.0 
43.7 
0.2 
0.7 
0.9 
2.0 
16.6 
18.6 
2.3 
17.4 
19.7 
11.8 
46.5 
58.3 
6.6 
35.6 
42.2 
28.3 
104.4 
132.7 
11.7 
115.5 
127.2 
32.8 
221.9 
254.7 
25.9 
71.1 
97.0 
3.3 
30.8 
34.1 
9.5 
61.8 
71.3 
3.7 
30.4 
34.1 
1.0 
12.4 
13.4 
 

11.3 
11.3 
2.6 
13.1 
15.6 
6.7 
97.9 
104.6 
0.7 
1.4 
2.1 
28.0 
16.2 
44.2 
 
 
 
 
 
 

18.2 
48.1 
66.3 
0.7 
17.4 
18.2 
292.1 
1,782.7 
2,074.7

64 
861 
925 
40 
952 
992 
164 
1,157 
1,321 
139 
1,550 
1,689 
49 
787 
836 
158 
2,888 
3,046 
91 

1,762 
1,853 
270 
2,810 
3,080 
52 

1,149 
1,201 
362 
1,290 
1,652 
723 
3,916 
4,639 
122 
1,243 
1,365 
116 
1,153 
1,269 
1 
23 
24 
70 
487 
557 
62 
649 
711 
314 
1,153 
1,467 
202 
1,076 
1,278 
715 
2,842 
3,557 
301 
3,234 
3,535 
833 
5,825 
6,658 
555 
1,735 
2,290 
87 
779 
866 
248 
1,746 
1,994 
79 
855 
934 
39 
327 
366 
0 

271 
271 
54 
300 
354 
165 
2,436 
2,601 
44 
51 
95 
695 
416 
1,111 
8 
13 
21 
 
 
 

472 
1,268 
1,740 
27 
404 
431 
7,321 
47,408 
54,729

2.7 
35.9 
38.5 
1.7 
39.7 
41.3 
6.8 
48.2 
55.0 
5.8 
64.6 
70.4 
2.0 
32.8 
34.8 
6.6 

120.3 
126.9 
3.8 
73.4 
77.2 
11.3 
117.1 
128.3 
2.2 
47.9 
50.0 
15.1 
53.8 
68.8 
30.1 
163.2 
193.3 
5.1 
51.8 
56.9 
4.8 
48.0 
52.9 
0.0 
1.0 
1.0 
2.9 
20.3 
23.2 
2.6 
27.0 
29.6 
13.1 
48.0 
61.1 
8.4 
44.8 
53.3 
29.8 
118.4 
148.2 
12.5 
134.8 
147.3 
34.7 
242.7 
277.4 
23.1 
72.3 
95.4 
3.6 
32.5 
36.1 
10.3 
72.8 
83.1 
3.3 
35.6 
38.9 
1.6 
13.6 
15.3 
 

10.4 
10.4 
2.3 
12.5 
14.8 
6.9 

101.5 
108.4 
1.8 
2.1 
4.0 
29.0 
17.3 
46.3 
0.3 
0.5 
0.9 
 
 
 

19.7 
52.8 
72.5 
1.1 
16.8 
18.0 
305.0 
1,975.3 
2,280.4

４月 
（24日） 

患者数 一日平均 

５月 
（24日） 

患者数 一日平均 

６月 
（26日） 

患者数 一日平均 

７月 
（25日） 

患者数 一日平均 

８月 
（27日） 

患者数 一日平均 

９月 
（24日） 

患者数 一日平均 

（含：救急外来患者） 



平成18年度　各科別外来総計表（続き） 

 
リウマチ膠原病 
 
 
腎 臓 内 科  
 
 
神 経 内 科  
 
 
呼 吸 器 内 科  
 
 
血 液 内 科  
 
 
循 環 器 内 科  
 
 
糖 代 内 内 科  
 
 
消 化 器 内 科  
 
 
高 齢 医 学  
 
 
小 児 科  
 
 
皮 膚 科  
 
 
消 化 器 外 科  
 
 
乳 腺 外 科  
 
 
甲 状 腺 外 科  
 
 
呼 吸 器 外 科  
 
 
心臓血管外科 
 
 
形 成 外 科  
 
 
脳 神 経 外 科  
 
 
整 形 外 科  
 
 
泌 尿 器 科  
 
 
眼 科  
 
 
耳 鼻 咽 喉 科  
 
 
産 科  
 
 
婦 人 科  
 
 
放 射 線 科  
 
 
麻 酔 科  
 
 
透析センター 
 
 
小 児 外 科  
 
 
精 神 神 経 科  
 
 
救 急 医 学 科  
 
 
（ Ａ Ｔ Ｔ ）  
 
 
脳 卒 中 科  
 
 
もの忘れセンター 
 
 
総 合 診 療 科  
 
 
リ ハ 科  
 
 
総 合 計  

新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 
新来 
再来 
計 

668 
10,084 
10,752 
704 

10,923 
11,627 
2,132 
12,723 
14,855 
1,797 
18,594 
20,391 
555 
9,076 
9,631 
2,168 
38,366 
40,534 
1,053 
20,757 
21,810 
3,349 
33,636 
36,985 
570 

12,327 
12,897 
5,691 
18,123 
23,814 
6,711 
43,229 
49,940 
1,559 
14,010 
15,569 
1,522 
13,337 
14,859 
51 
244 
295 
674 
5,536 
6,210 
839 
6,654 
7,493 
3,599 
13,778 
17,377 
2,575 
11,691 
14,266 
8,810 
33,477 
42,287 
3,476 
36,035 
39,511 
9,817 
65,486 
75,303 
7,390 
21,067 
28,457 
962 
9,682 
10,644 
2,548 
19,429 
21,977 
1,067 
11,151 
12,218 
334 
3,703 
4,037 
0 

3,364 
3,364 
698 
3,478 
4,176 
1,692 
28,662 
30,354 
473 
506 
979 
8,409 
4,366 
12,775 
206 
566 
772 
712 
1,081 
1,793 
5,691 
14,568 
20,259 
309 
5,883 
6,192 
88,811 
555,592 
644,403

2.3 
34.3 
36.6 
2.4 
37.2 
39.6 
7.3 
43.3 
50.5 
6.1 
63.2 
69.4 
1.9 
30.9 
32.8 
7.4 

130.5 
137.9 
3.6 
70.6 
74.2 
11.4 
114.4 
125.8 
1.9 
41.9 
43.9 
19.4 
61.6 
81.0 
22.8 
147.0 
169.9 
5.3 
47.7 
53.0 
5.2 
45.4 
50.5 
0.2 
0.8 
1.0 
2.3 
18.8 
21.1 
2.9 
22.6 
25.5 
12.2 
46.9 
59.1 
8.8 
39.8 
48.5 
30.0 
113.9 
143.8 
11.8 
122.6 
134.4 
33.4 
222.7 
256.1 
25.1 
71.7 
96.8 
3.3 
32.9 
36.2 
8.7 
66.1 
74.8 
3.6 
37.9 
41.6 
1.1 
12.6 
13.7 
 

10.8 
10.8 
2.4 
11.8 
14.2 
5.8 
97.5 
103.2 
1.6 
1.7 
3.3 
28.6 
14.9 
43.5 
1.2 
3.4 
4.6 
6.5 
9.8 
16.3 
19.4 
49.6 
68.9 
1.1 
20.0 
21.1 
302.1 
1,889.8 
2,191.9

64 
890 
954 
55 
878 
933 
171 
893 
1,064 
158 
1,564 
1,722 
48 
749 
797 
195 
2,953 
3,148 
80 

1,485 
1,565 
302 
2,645 
2,947 
26 
869 
895 
570 
1,591 
2,161 
442 
3,529 
3,971 
122 
1,332 
1,454 
123 
1,213 
1,336 
3 
19 
22 
55 
465 
520 
86 
629 
715 
279 
1,154 
1,433 
206 
917 
1,123 
741 
2,869 
3,610 
272 
3,098 
3,370 
708 
5,204 
5,912 
632 
1,827 
2,459 
69 
838 
907 
229 
1,598 
1,827 
94 

1,035 
1,129 
27 
297 
324 
0 

296 
296 
65 
354 
419 
129 
2,412 
2,541 
40 
35 
75 
901 
481 
1,382 
45 
160 
205 
95 
309 
404 
495 
1,146 
1,641 
21 
480 
501 
7,548 
46,214 
53,762

2.5 
34.2 
36.7 
2.1 
33.8 
35.9 
6.6 
34.4 
40.9 
6.1 
60.2 
66.2 
1.9 
28.8 
30.7 
7.5 

113.6 
121.1 
3.1 
57.1 
60.2 
11.6 
101.7 
113.4 
1.0 
33.4 
34.4 
21.9 
61.2 
83.1 
17.0 
135.7 
152.7 
4.7 
51.2 
55.9 
4.7 
46.7 
51.4 
0.1 
0.7 
0.9 
2.1 
17.9 
20.0 
3.3 
24.2 
27.5 
10.7 
44.4 
55.1 
7.9 
35.3 
43.2 
28.5 
110.4 
138.9 
10.5 
119.2 
129.6 
27.2 
200.2 
227.4 
24.3 
70.3 
94.6 
2.7 
32.2 
34.9 
8.8 
61.5 
70.3 
3.6 
39.8 
43.4 
1.0 
11.4 
12.5 
 

11.0 
11.0 
2.5 
13.6 
16.1 
5.0 
92.8 
97.7 
1.5 
1.4 
2.9 
34.7 
18.5 
53.2 
1.7 
6.2 
7.9 
3.7 
11.9 
15.5 
19.0 
44.1 
63.1 
0.8 
18.5 
19.3 
290.3 
1,777.5 
2,067.8

62 
829 
891 
37 
750 
787 
158 
771 
929 
125 
1,400 
1,525 
35 
699 
734 
157 
2,884 
3,041 
71 

1,481 
1,552 
251 
2,422 
2,673 
29 
792 
821 
447 
1,302 
1,749 
438 
3,033 
3,471 
143 
1,029 
1,172 
130 
984 
1,114 
8 
13 
21 
61 
406 
467 
106 
468 
574 
276 
1,005 
1,281 
188 
773 
961 
627 
2,334 
2,961 
259 
2,588 
2,847 
705 
4,670 
5,375 
592 
1,580 
2,172 
66 
788 
854 
188 
1,467 
1,655 
93 

1,059 
1,152 
23 
261 
284 
0 

257 
257 
57 
226 
283 
123 
2,155 
2,278 
38 
35 
73 
698 
332 
1,030 
33 
110 
143 
88 
315 
403 
469 
1,029 
1,498 
20 
478 
498 
6,801 
40,725 
47,526

2.7 
36.0 
38.7 
1.6 
32.6 
34.2 
6.9 
33.5 
40.4 
5.4 
60.9 
66.3 
1.5 
30.4 
31.9 
6.8 

125.4 
132.2 
3.1 
64.4 
67.5 
10.9 
105.3 
116.2 
1.3 
34.4 
35.7 
19.4 
56.6 
76.0 
19.0 
131.9 
150.9 
6.2 
44.7 
51.0 
5.7 
42.8 
48.4 
0.4 
0.6 
0.9 
2.7 
17.7 
20.3 
4.6 
20.4 
25.0 
12.0 
43.7 
55.7 
8.2 
33.6 
41.8 
27.3 
101.5 
128.7 
11.3 
112.5 
123.8 
30.7 
203.0 
233.7 
25.7 
68.7 
94.4 
2.9 
34.3 
37.1 
8.2 
63.8 
72.0 
4.0 
46.0 
50.1 
1.0 
11.4 
12.4 
 

10.7 
10.7 
2.5 
9.8 
12.3 
5.4 
93.7 
99.0 
1.7 
1.5 
3.2 
30.4 
14.4 
44.8 
1.4 
4.8 
6.2 
3.8 
13.7 
17.5 
20.4 
44.7 
65.1 
0.9 
20.8 
21.7 
295.7 
1,770.7 
2,066.4

48 
758 
806 
47 
831 
878 
155 
839 
994 
148 
1,393 
1,541 
36 
701 
737 
176 
3,000 
3,176 
63 

1,520 
1,583 
249 
2,605 
2,854 
25 
788 
813 
428 
1,255 
1,683 
499 
3,154 
3,653 
132 
1,033 
1,165 
139 
1,022 
1,161 
2 
25 
27 
71 
391 
462 
60 
521 
581 
313 
1,089 
1,402 
193 
873 
1,066 
708 
2,425 
3,133 
261 
2,653 
2,914 
775 
4,658 
5,433 
594 
1,468 
2,062 
92 
749 
841 
182 
1,401 
1,583 
72 
907 
979 
26 
273 
299 
0 

287 
287 
50 
280 
330 
124 
2,147 
2,271 
62 
45 
107 
812 
415 
1,227 
36 
106 
142 
138 
226 
364 
486 
1,113 
1,599 
29 
492 
521 
7,231 
41,443 
48,674

2.1 
33.0 
35.0 
2.0 
36.1 
38.2 
6.7 
36.5 
43.2 
6.4 
60.6 
67.0 
1.6 
30.5 
32.0 
7.7 

130.4 
138.1 
2.7 
66.1 
68.8 
10.8 
113.3 
124.1 
1.1 
34.3 
35.4 
18.6 
54.6 
73.2 
21.7 
137.1 
158.8 
5.7 
44.9 
50.7 
6.0 
44.4 
50.5 
0.1 
1.1 
1.2 
3.1 
17.0 
20.1 
2.6 
22.7 
25.3 
13.6 
47.4 
61.0 
8.4 
38.0 
46.4 
30.8 
105.4 
136.2 
11.4 
115.4 
126.7 
33.7 
202.5 
236.2 
25.8 
63.8 
89.7 
4.0 
32.6 
36.6 
7.9 
60.9 
68.8 
3.1 
39.4 
42.6 
1.1 
11.9 
13.0 
 

11.0 
11.0 
2.2 
12.2 
14.4 
5.4 
93.4 
98.7 
2.7 
2.0 
4.7 
35.3 
18.0 
53.4 
1.6 
4.6 
6.2 
6.0 
9.8 
15.8 
21.1 
48.4 
69.5 
1.3 
21.4 
22.7 
314.4 
1,801.9 
2,116.3

52 
859 
911 
35 
943 
978 
131 
956 
1,087 
149 
1,542 
1,691 
32 
859 
891 
157 
3,328 
3,485 
94 

1,862 
1,956 
260 
2,871 
3,131 
16 
834 
850 
581 
1,645 
2,226 
453 
3,572 
4,025 
132 
1,284 
1,416 
118 
1,063 
1,181 
3 
31 
34 
41 
503 
544 
55 
510 
565 
268 
1,165 
1,433 
189 
1,045 
1,234 
680 
2,804 
3,484 
284 
2,998 
3,282 
748 
5,497 
6,245 
585 
1,827 
2,412 
69 
801 
870 
148 
1,639 
1,787 
83 
939 
1,022 
23 
300 
323 
0 

301 
301 
58 
305 
363 
123 
2,435 
2,558 
61 
59 
120 
1,032 
440 
1,472 
41 
82 
123 
225 
167 
392 
452 
1,197 
1,649 
29 
530 
559 
7,407 
47,193 
54,600

2.2 
35.8 
38.0 
1.5 
39.3 
40.8 
5.5 
39.8 
45.3 
6.2 
64.3 
70.5 
1.3 
35.8 
37.1 
6.5 

138.7 
145.2 
3.9 
77.6 
81.5 
10.8 
119.6 
130.5 
0.7 
34.8 
35.4 
24.2 
68.5 
92.8 
18.9 
148.8 
167.7 
5.5 
53.5 
59.0 
4.9 
44.3 
49.2 
0.1 
1.3 
1.4 
1.7 
21.0 
22.7 
2.3 
21.3 
23.5 
11.2 
48.5 
59.7 
7.9 
43.5 
51.4 
28.3 
116.8 
145.2 
11.8 
124.9 
136.8 
31.2 
229.0 
260.2 
24.4 
76.1 
100.5 
2.9 
33.4 
36.3 
6.2 
68.3 
74.5 
3.5 
39.1 
42.6 
1.0 
12.5 
13.5 
 

11.6 
11.6 
2.4 
12.7 
15.1 
5.1 

101.5 
106.6 
2.5 
2.5 
5.0 
43.0 
18.3 
61.3 
1.7 
3.4 
5.1 
9.4 
7.0 
16.3 
18.8 
49.9 
68.7 
1.2 
22.1 
23.3 
308.6 
1,966.4 
2,275.0

52 
799 
851 
51 
982 
1,033 
138 
944 
1,082 
154 
1,635 
1,789 
56 
793 
849 
171 
3,116 
3,287 
81 

1,792 
1,873 
281 
2,878 
3,159 
31 
974 
1,005 
448 
1,416 
1,864 
466 
3,548 
4,014 
132 
1,141 
1,273 
120 
1,129 
1,249 
8 
32 
40 
65 
460 
525 
71 
574 
645 
281 
1,128 
1,409 
180 
922 
1,102 
721 
2,736 
3,457 
324 
3,010 
3,334 
791 
5,343 
6,134 
579 
1,673 
2,252 
74 
821 
895 
190 
1,585 
1,775 
107 
950 
1,057 
23 
311 
334 
0 

265 
265 
50 
235 
285 
124 
2,442 
2,566 
43 
43 
86 
752 
363 
1,115 
23 
60 
83 
166 
64 
230 
401 
1,209 
1,610 
32 
482 
514 
7,186 
45,855 
53,041

2.3 
34.7 
37.0 
2.2 
42.7 
44.9 
6.0 
41.0 
47.0 
6.7 
71.1 
77.8 
2.4 
34.5 
36.9 
7.4 

135.5 
142.9 
3.5 
77.9 
81.4 
12.2 
125.1 
137.4 
1.4 
42.4 
43.7 
19.5 
61.6 
81.0 
20.3 
154.3 
174.5 
5.7 
49.6 
55.4 
5.2 
49.1 
54.3 
0.4 
1.4 
1.7 
2.8 
20.0 
22.8 
3.1 
25.0 
28.0 
12.2 
49.0 
61.3 
7.8 
40.1 
47.9 
31.4 
119.0 
150.3 
14.1 
130.9 
145.0 
34.4 
232.3 
266.7 
25.2 
72.7 
97.9 
3.2 
35.7 
38.9 
8.3 
68.9 
77.2 
4.7 
41.3 
46.0 
1.0 
13.5 
14.5 
 

10.2 
10.2 
2.2 
10.2 
12.4 
5.4 

106.2 
111.6 
1.9 
1.9 
3.7 
32.7 
15.8 
48.5 
1.0 
2.6 
3.6 
11.9 
4.6 
16.4 
17.4 
52.6 
70.0 
1.4 
21.0 
22.4 
312.4 
1,993.7 
2,306.1

53 
862 
915 
60 
957 
1,017 
165 
1,088 
1,253 
164 
1,571 
1,735 
33 
787 
820 
172 
3,596 
3,768 
81 

1,840 
1,921 
256 
2,959 
3,215 
52 

1,204 
1,256 
395 
1,446 
1,841 
524 
3,589 
4,113 
136 
1,189 
1,325 
135 
1,070 
1,205 
8 
27 
35 
60 
520 
580 
67 
536 
603 
302 
1,122 
1,424 
233 
972 
1,205 
755 
2,960 
3,715 
263 
3,098 
3,361 
799 
5,712 
6,511 
573 
1,867 
2,440 
100 
842 
942 
231 
1,753 
1,984 
88 
892 
980 
23 
341 
364 
0 

258 
258 
51 
304 
355 
179 
2,585 
2,764 
42 
51 
93 
718 
436 
1,154 
20 
35 
55 
 
 
 

481 
1,266 
1,747 
34 
434 
468 
7,253 
48,169 
55,422

2.1 
34.5 
36.6 
2.4 
38.3 
40.7 
6.6 
43.5 
50.1 
6.6 
62.8 
69.4 
1.3 
31.5 
32.8 
6.9 

143.8 
150.7 
3.2 
73.6 
76.8 
10.2 
118.4 
128.6 
2.1 
48.2 
50.2 
15.8 
57.8 
73.6 
21.0 
143.6 
164.5 
5.4 
47.6 
53.0 
5.4 
42.8 
48.2 
0.3 
1.1 
1.4 
2.4 
20.8 
23.2 
2.7 
21.4 
24.1 
12.1 
44.9 
57.0 
9.3 
38.9 
48.2 
30.2 
118.4 
148.6 
10.5 
123.9 
134.4 
32.0 
228.5 
260.4 
22.9 
74.7 
97.6 
4.0 
33.7 
37.7 
9.2 
70.1 
79.4 
3.5 
35.7 
39.2 
0.9 
13.6 
14.6 
 

9.9 
9.9 
2.0 
12.2 
14.2 
7.2 

103.4 
110.6 
1.7 
2.0 
3.7 
28.7 
17.4 
46.2 
0.8 
1.4 
2.2 
 
 
 

19.2 
50.6 
69.9 
1.4 
17.4 
18.7 
290.1 
1,926.8 
2,216.9

10月 
（25日） 

患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 

11月 
（23日） 

12月 
（24日） 

平成19年１月 
（23日） 

２月 
（23日） 

３月 
（26日） 

平成18年度 
（294日） 

（含：救急外来患者） 



平成18年度　各科別救急外来患者総計表 

リウマチ膠原病 

腎 臓 内 科  

神 経 内 科  

呼 吸 器 内 科  

血 液 内 科  

循 環 器 内 科  

糖 代 内 内 科  

消 化 器 内 科  

高 齢 医 学  

小 児 科  

皮 膚 科  

消 化 器 外 科  

乳 腺 外 科  

甲 状 腺 外 科  

呼 吸 器 外 科  

心臓血管外科  

形 成 外 科  

脳 神 経 外 科  

整 形 外 科  

泌 尿 器 科  

眼 科  

耳 鼻 咽 喉 科  

産 科  

婦 人 科  

放 射 線 科  

麻 酔 科  

透析センター  

小 児 外 科  

精 神 神 経 科  

救 急 医 学 科  

（ Ａ Ｔ Ｔ ）  

脳 卒 中 科  

総 合 計  

1 

97 

166 

35 

71 

161 

23 

237 

96 

510 

154 

71 

3 

1 

41 

8 

130 

144 

310 

112 

284 

299 

12 

33 

 

 

 

7 

33 

56 

 

 

3,095

0.0 

3.2 

5.5 

1.2 

2.4 

5.4 

0.8 

7.9 

3.2 

17.0 

5.1 

2.4 

0.1 

0.0 

1.4 

0.3 

4.3 

4.8 

10.3 

3.7 

9.5 

10.0 

0.4 

1.1 

 

 

 

0.2 

1.1 

1.9 

 

 

103.2

0 

46 

55 

2 

27 

105 

68 

5 

1 

534 

230 

58 

15 

0 

16 

2 

159 

192 

337 

134 

418 

407 

17 

39 

 

 

 

6 

38 

53 

863 

 

3,827

 

1.5 

1.8 

0.1 

0.9 

3.4 

2.2 

0.2 

0.0 

17.2 

7.4 

1.9 

0.5 

 

0.5 

0.1 

5.1 

6.2 

10.9 

4.3 

13.5 

13.1 

0.6 

1.3 

 

 

 

0.2 

1.2 

1.7 

27.8 

 

123.5

4 

0 

0 

2 

0 

10 

0 

4 

0 

475 

227 

25 

7 

0 

22 

9 

134 

151 

278 

114 

382 

250 

23 

28 

 

 

 

2 

28 

57 

1,022 

 

3,254

0.1 

 

 

0.1 

 

0.3 

 

0.1 

 

15.8 

7.6 

0.8 

0.2 

 

0.7 

0.3 

4.5 

5.0 

9.3 

3.8 

12.7 

8.3 

0.8 

0.9 

 

 

 

0.1 

0.9 

1.9 

34.1 

 

108.5

4 

0 

1 

3 

1 

8 

0 

4 

4 

517 

317 

35 

13 

0 

28 

10 

162 

139 

365 

158 

463 

257 

16 

42 

 

 

 

4 

32 

56 

1,205 

 

3,844

0.1 

 

0.0 

0.1 

0.0 

0.3 

 

0.1 

0.1 

16.7 

10.2 

1.1 

0.4 

 

0.9 

0.3 

5.2 

4.5 

11.8 

5.1 

14.9 

8.3 

0.5 

1.4 

 

 

 

0.1 

1.0 

1.8 

38.9 

 

124.0

1 

0 

2 

2 

1 

5 

0 

13 

7 

369 

275 

29 

3 

0 

19 

4 

109 

108 

262 

116 

330 

243 

28 

44 

 

 

 

2 

46 

44 

1,194 

 

3,256

0.0 

 

0.1 

0.1 

0.0 

0.2 

 

0.4 

0.2 

11.9 

8.9 

0.9 

0.1 

 

0.6 

0.1 

3.5 

3.5 

8.5 

3.7 

10.7 

7.8 

0.9 

1.4 

 

 

 

0.1 

1.5 

1.4 

38.5 

 

105.0

0 

0 

0 

3 

0 

9 

1 

5 

2 

382 

352 

25 

4 

0 

27 

3 

135 

112 

327 

143 

376 

195 

22 

42 

 

 

 

7 

24 

65 

1,111 

8 

3,380

 

 

 

0.1 

 

0.3 

0.0 

0.2 

0.1 

12.7 

11.7 

0.8 

0.1 

 

0.9 

0.1 

4.5 

3.7 

10.9 

4.8 

12.5 

6.5 

0.7 

1.4 

 

 

 

0.2 

0.8 

2.2 

37.0 

0.3 

112.7

４月 

（30日） 

５月 

（31日） 

６月 

（30日） 

７月 

（31日） 

８月 

（31日） 

９月 

（30日） 

患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 

（含：救急外来患者） 



平成18年度　各科別救急外来患者総計表（続き） 

リウマチ膠原病 

腎 臓 内 科  

神 経 内 科  

呼 吸 器 内 科  

血 液 内 科  

循 環 器 内 科  

糖 代 内 内 科  

消 化 器 内 科  

高 齢 医 学  

小 児 科  

皮 膚 科  

消 化 器 外 科  

乳 腺 外 科  

甲 状 腺 外 科  

呼 吸 器 外 科  

心臓血管外科  

形 成 外 科  

脳 神 経 外 科  

整 形 外 科  

泌 尿 器 科  

眼 科  

耳 鼻 咽 喉 科  

産 科  

婦 人 科  

放 射 線 科  

麻 酔 科  

透析センター  

小 児 外 科  

精 神 神 経 科  

救 急 医 学 科  

（ Ａ Ｔ Ｔ ）  

脳 卒 中 科  

総 合 計  

0 

1 

4 

2 

1 

8 

0 

7 

2 

404 

186 

30 

6 

0 

34 

6 

119 

137 

298 

114 

300 

263 

32 

44 

 

 

 

8 

31 

82 

1,154 

8 

3,281

 

0.0 

0.1 

0.1 

0.0 

0.3 

 

0.2 

0.1 

13.0 

6.0 

1.0 

0.2 

 

1.1 

0.2 

3.8 

4.4 

9.6 

3.7 

9.7 

8.5 

1.0 

1.4 

 

 

 

0.3 

1.0 

2.7 

37.2 

0.3 

105.8

1 

1 

2 

1 

1 

9 

0 

4 

5 

497 

180 

32 

5 

0 

26 

4 

125 

92 

284 

109 

293 

263 

14 

39 

 

 

 

6 

35 

76 

1,115 

10 

3,229

0.0 

0.0 

0.1 

0.0 

0.0 

0.3 

 

0.1 

0.2 

16.6 

6.0 

1.1 

0.2 

 

0.9 

0.1 

4.2 

3.1 

9.5 

3.6 

9.8 

8.8 

0.5 

1.3 

 

 

 

0.2 

1.2 

2.5 

37.2 

0.3 

107.6

2 

1 

4 

9 

0 

13 

2 

3 

4 

645 

210 

33 

5 

0 

34 

12 

123 

109 

289 

131 

321 

297 

22 

45 

 

 

 

8 

27 

103 

1,472 

29 

3,953

0.1 

0.0 

0.1 

0.3 

 

0.4 

0.1 

0.1 

0.1 

20.8 

6.8 

1.1 

0.2 

 

1.1 

0.4 

4.0 

3.5 

9.3 

4.2 

10.4 

9.6 

0.7 

1.5 

 

 

 

0.3 

0.9 

3.3 

47.5 

0.9 

127.5

0 

1 

1 

8 

0 

15 

0 

5 

2 

435 

191 

31 

31 

0 

29 

10 

129 

104 

273 

113 

298 

243 

31 

38 

 

 

 

2 

27 

98 

1,227 

29 

3,371

 

0.0 

0.0 

0.3 

 

0.5 

 

0.2 

0.1 

14.0 

6.2 

1.0 

1.0 

 

0.9 

0.3 

4.2 

3.4 

8.8 

3.7 

9.6 

7.8 

1.0 

1.2 

 

 

 

0.1 

0.9 

3.2 

39.6 

0.9 

108.7

1 

0 

0 

5 

0 

25 

0 

2 

1 

485 

146.0 

21 

1 

0 

19 

7 

121 

108 

216 

80.0 

203 

174 

18 

23 

 

 

 

4 

15 

67 

1,030 

23 

2,795

0.0 

 

 

0.2 

 

0.9 

 

0.1 

0.0 

17.3 

5.2 

0.8 

0.0 

 

0.7 

0.3 

4.3 

3.9 

7.7 

2.9 

7.3 

6.2 

0.6 

0.8 

 

 

 

0.1 

0.5 

2.4 

36.8 

0.8 

99.8

1 

1 

0 

6 

3 

19 

2 

11 

4 

621 

149 

36 

4 

0 

21 

3 

105 

90 

273 

86 

239 

250 

28 

27 

 

 

 

4 

25 

67 

1,382 

31 

3,488

0.0 

0.0 

 

0.2 

0.1 

0.6 

0.1 

0.4 

0.1 

20.0 

4.8 

1.2 

0.1 

 

0.7 

0.1 

3.4 

2.9 

8.8 

2.8 

7.7 

8.1 

0.9 

0.9 

 

 

 

0.1 

0.8 

2.2 

44.6 

1.0 

112.5

15 

148 

235 

78 

105 

387 

96 

300 

128 

5,874 

2,617 

426 

97 

1 

316 

78 

1,551 

1,486 

3,512 

1,410 

3,907 

3,141 

263 

444 

 

 

 

60 

361 

824 

12,775 

138 

40,773

0.0 

0.4 

0.6 

0.2 

0.3 

1.1 

0.3 

0.8 

0.4 

16.1 

7.2 

1.2 

0.3 

0.0 

0.9 

0.2 

4.2 

4.1 

9.6 

3.9 

10.7 

8.6 

0.7 

1.2 

 

 

 

0.2 

1.0 

2.3 

35.0 

0.7 

111.7

10月 

（31日） 

11月 

（30日） 

12月 

（31日） 

平成19年１月 

（31日） 

２月 

（28日） 

３月 

（31日） 

平成18年度 

（365日） 

患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 



0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

人
数 

年度 

入院診療実績    

　入院患者延数（過去10年間）　 

年　度 

延入院患者数 

新規入院患者数 

H９ Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

日
数 

年度 

在院日数 

　平均在院日数（過去10年間） 

年　度 

在  院  日  数 

H９ 

22.9

Ｈ10 

21.1

Ｈ11 

20.5

Ｈ12 

20.1

Ｈ13 

20.3

Ｈ14 

20.7

Ｈ15 

18.2

Ｈ16 

17.6

Ｈ17 

16.7

Ｈ18 

15.0

延入院患者数 

新規入院患者数 

313,003 

13,653

313,338 

14,835

312,256 

15,231

310,425 

15,380

306,220 

15,037

308,507 

14,865

297,966 

16,342

302,068 

17,152

298,340 

18,090

291,551 

19,432

新規・延入院患者数 

在  院  日  数 

 



81.0

82.0

83.0

84.0

85.0

86.0

87.0

88.0

89.0

90.0

91.0

92.0

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

率 

年度 

　平均稼働率（過去10年間）　 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18

件
数 

年度 

　手術件数（過去10年間） 

年　度 

稼　働　率 

H９ 

87.6

Ｈ10 

88.0

Ｈ11 

87.6

Ｈ12 

87.4

Ｈ13 

90.0

Ｈ14 

90.6

Ｈ15 

87.3

Ｈ16 

88.3

Ｈ17 

88.2

Ｈ18 

84.8

系列１ 

年　度 

合計件数 

中　　央 

外　　来 

H９ Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18

6,061  

5,522  

539 

6,135  

5,573  

562 

6,325  

5,409  

916 

6,480  

5,182  

1,298 

6,606  

5,222  

1,384 

6,685  

5,203  

1,482 

6,972  

5,460  

1,512 

7,717  

5,072  

2,645 

8,551  

5,474  

3,077 

9,348  

6,313  

3,035 

 

合計件数 

中央 

外来 



平成18年度　各科別入院総計表 

リウマチ膠原病 

腎 臓 内 科  

神 経 内 科  

呼 吸 器 内 科  

血 液 内 科  

循 環 器 内 科  

糖 代 内 内 科  

消 化 器 内 科  

小 児 科  

皮 膚 科  

高 齢 医 学  

消 化 器 外 科  

乳 腺 外 科  

甲 状 腺 外 科  

呼 吸 器 外 科  

心臓血管外科  

形 成 外 科  

小 児 外 科  

脳 外 科  

整 形 外 科  

泌 尿 器 科  

眼 科  

耳 鼻 科  

産 科  

婦 人 科  

麻 酔 科  

救 急 医 学 科  

脳 卒 中 科  

精 神 科  

総 合 計  

 

Ｂ ａ ｂ ｙ  

人 間 ド ッ ク  

432 

467 

819 

1,532 

1,271 

1,481 

671 

1,744 

1,217 

618 

738 

2,567 

387 

14 

675 

936 

787 

243 

2,010 

1,453 

697 

902 

572 

838 

512 

0 

354 

 

882 

24,819 

 

237 

24

14.4 

15.6 

27.3 

51.1 

42.4 

49.4 

22.4 

58.1 

40.6 

20.6 

24.6 

85.6 

12.9 

0.5 

22.5 

31.2 

26.2 

8.1 

67.0 

48.4 

23.2 

30.1 

19.1 

27.9 

17.1 

 

11.8 

 

29.4 

827.3 

 

7.9 

0.8

355 

551 

678 

1,573 

1,160 

1,255 

683 

1,539 

1,367 

633 

627 

2,678 

291 

7 

689 

829 

660 

196 

1,959 

1,233 

683 

829 

691 

935 

449 

0 

377 

516 

822 

24,265 

 

351 

20

11.5 

17.8 

21.9 

50.7 

37.4 

40.5 

22.0 

49.7 

44.1 

20.4 

20.2 

86.4 

9.4 

0.2 

22.2 

26.7 

21.3 

6.3 

63.2 

39.8 

22.0 

26.7 

22.3 

30.2 

14.5 

 

12.2 

16.7 

26.5 

782.7 

 

11.3 

0.7

361 

451 

295 

1,550 

1,097 

829 

732 

1,497 

1,348 

704 

611 

2,639 

208 

0 

861 

824 

541 

134 

1,435 

1,255 

670 

827 

744 

875 

418 

0 

438 

425 

783 

22,552 

 

304 

21

12.0 

15.0 

9.8 

51.7 

36.6 

27.6 

24.4 

49.9 

44.9 

23.5 

20.4 

88.0 

6.9 

 

28.7 

27.5 

18.0 

4.5 

47.8 

41.8 

22.3 

27.6 

24.8 

29.2 

13.9 

 

14.6 

14.2 

26.1 

751.7 

 

10.1 

0.7

352 

471 

292 

1,596 

1,162 

956 

635 

1,416 

1,631 

697 

695 

2,734 

187 

0 

810 

806 

766 

144 

1,356 

1,333 

678 

814 

825 

744 

572 

0 

444 

592 

790 

23,498 

 

260 

20

11.4 

15.2 

9.4 

51.5 

37.5 

30.8 

20.5 

45.7 

52.6 

22.5 

22.4 

88.2 

6.0 

 

26.1 

26.0 

24.7 

4.7 

43.7 

43.0 

21.9 

26.3 

26.6 

24.0 

18.5 

 

14.3 

19.1 

25.5 

758.0 

 

8.4 

0.7

308 

323 

349 

1,625 

1,293 

1,127 

593 

1,374 

1,594 

605 

705 

2,967 

159 

8 

771 

795 

789 

196 

1,487 

1,316 

721 

887 

821 

915 

498 

0 

297 

557 

882 

23,962 

 

306 

26

9.9 

10.4 

11.3 

52.4 

41.7 

36.4 

19.1 

44.3 

51.4 

19.5 

22.7 

95.7 

5.1 

0.3 

24.9 

25.7 

25.5 

6.3 

48.0 

42.5 

23.3 

28.6 

26.5 

29.5 

16.1 

 

9.6 

18.0 

28.5 

773.0 

 

9.9 

0.8

234 

356 

364 

1,491 

1,303 

844 

565 

1,754 

1,321 

658 

812 

2,915 

68 

2 

765 

731 

686 

211 

1,419 

1,206 

847 

658 

807 

892 

420 

0 

371 

655 

753 

23,108 

 

260 

21

7.8 

11.9 

12.1 

49.7 

43.4 

28.1 

18.8 

58.5 

44.0 

21.9 

27.1 

97.2 

2.3 

0.1 

25.5 

24.4 

22.9 

7.0 

47.3 

40.2 

28.2 

21.9 

26.9 

29.7 

14.0 

 

12.4 

21.8 

25.1 

770.3 

 

8.7 

0.7

４月 

（30日） 

５月 

（31日） 

６月 

（30日） 

７月 

（31日） 

８月 

（31日） 

９月 

（30日） 

患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 



平成18年度　各科別入院総計表（続き） 

リウマチ膠原病 

腎 臓 内 科  

神 経 内 科  

呼 吸 器 内 科  

血 液 内 科  

循 環 器 内 科  

糖 代 内 内 科  

消 化 器 内 科  

小 児 科  

皮 膚 科  

高 齢 医 学  

消 化 器 外 科  

乳 腺 外 科  

甲 状 腺 外 科  

呼 吸 器 外 科  

心臓血管外科  

形 成 外 科  

小 児 外 科  

脳 外 科  

整 形 外 科  

泌 尿 器 科  

眼 科  

耳 鼻 科  

産 科  

婦 人 科  

麻 酔 科  

救 急 医 学 科  

脳 卒 中 科  

精 神 科  

総 合 計  

 

Ｂ ａ ｂ ｙ  

人 間 ド ッ ク  

227 

475 

426 

1,413 

1,086 

1,253 

446 

2,157 

1,441 

607 

1,024 

2,783 

178 

22 

981 

831 

715 

274 

1,292 

1,281 

766 

883 

536 

1,015 

620 

0 

621 

966 

792 

25,111 

 

262 

15

7.3 

15.3 

13.7 

45.6 

35.0 

40.4 

14.4 

69.6 

46.5 

19.6 

33.0 

89.8 

5.7 

0.7 

31.7 

26.8 

23.1 

8.8 

41.7 

41.3 

24.7 

28.5 

17.3 

32.7 

20.0 

 

20.0 

31.2 

25.6 

810.0 

 

8.5 

0.5

157 

604 

371 

1,364 

905 

1,261 

460 

1,760 

1,458 

531 

932 

2,776 

255 

11 

787 

1,041 

602 

262 

1,614 

1,428 

815 

896 

502 

1,053 

471 

0 

592 

859 

758 

24,525 

 

291 

14

5.2 

20.1 

12.4 

45.5 

30.2 

42.0 

15.3 

58.7 

48.6 

17.7 

31.1 

92.5 

8.5 

0.4 

26.2 

34.7 

20.1 

8.7 

53.8 

47.6 

27.2 

29.9 

16.7 

35.1 

15.7 

 

19.7 

28.6 

25.3 

817.5 

 

9.7 

0.5

119 

707 

306 

1,334 

1,014 

1,288 

489 

1,816 

1,491 

622 

1,022 

2,805 

224 

8 

912 

946 

745 

245 

1,650 

1,308 

847 

877 

556 

889 

378 

0 

529 

1,157 

746 

25,030 

 

339 

11

3.8 

22.8 

9.9 

43.0 

32.7 

41.6 

15.8 

58.6 

48.1 

20.1 

33.0 

90.5 

7.2 

0.3 

29.4 

30.5 

24.0 

7.9 

53.2 

42.2 

27.3 

28.3 

17.9 

28.7 

12.2 

 

17.1 

37.3 

24.1 

807.4 

 

10.9 

0.4

147 

453 

373 

1,677 

1,289 

1,279 

458 

1,894 

1,518 

572 

1,031 

2,379 

242 

0 

917 

915 

789 

227 

1,430 

1,174 

708 

746 

484 

865 

342 

0 

550 

1,300 

748 

24,507 

 

307 

14

4.7 

14.6 

12.0 

54.1 

41.6 

41.3 

14.8 

61.1 

49.0 

18.5 

33.3 

76.7 

7.8 

 

29.6 

29.5 

25.5 

7.3 

46.1 

37.9 

22.8 

24.1 

15.6 

27.9 

11.0 

 

17.7 

41.9 

24.1 

790.6 

 

9.9 

0.5

219 

518 

326 

1,470 

1,275 

1,500 

556 

1,550 

1,419 

526 

942 

2,566 

250 

4 

740 

870 

653 

177 

1,326 

1,305 

830 

787 

542 

682 

361 

0 

538 

1,219 

546 

23,697 

 

224 

21

7.8 

18.5 

11.6 

52.5 

45.5 

53.6 

19.9 

55.4 

50.7 

18.8 

33.6 

91.6 

8.9 

0.1 

26.4 

31.1 

23.3 

6.3 

47.4 

46.6 

29.6 

28.1 

19.4 

24.4 

12.9 

 

19.2 

43.5 

19.5 

846.3 

 

8.0 

0.8

297 

662 

286 

1,712 

1,373 

1,499 

517 

1,939 

1,583 

553 

973 

2,777 

313 

28 

822 

957 

788 

211 

1,467 

1,634 

817 

760 

537 

957 

497 

0 

622 

1,163 

733 

26,477 

 

267 

18

9.6 

21.4 

9.2 

55.2 

44.3 

48.4 

16.7 

62.6 

51.1 

17.8 

31.4 

89.6 

10.1 

0.9 

26.5 

30.9 

25.4 

6.8 

47.3 

52.7 

26.4 

24.5 

17.3 

30.9 

16.0 

 

20.1 

37.5 

23.7 

854.1 

 

8.6 

0.6

3,208 

6,038 

4,885 

18,337 

14,228 

14,572 

6,805 

20,440 

17,388 

7,326 

10,112 

32,586 

2,762 

104 

9,730 

10,481 

8,521 

2,520 

18,445 

15,926 

9,079 

9,866 

7,617 

10,660 

5,538 

0 

5,733 

9,409 

9,235 

291,551 

 

3,408 

225

8.8 

16.5 

13.4 

50.2 

39.0 

39.9 

18.6 

56.0 

47.6 

20.1 

27.7 

89.3 

7.6 

0.3 

26.7 

28.7 

23.4 

6.9 

50.5 

43.6 

24.9 

27.0 

20.9 

29.2 

15.2 

 

15.7 

25.8 

25.3 

798.8 

 

9.3 

0.6

10月 

（31日） 

11月 

（30日） 

12月 

（31日） 

平成19年１月 

（31日） 

２月 

（28日） 

３月 

（31日） 

平成18年度 

（365日） 

患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 患者数 一日平均 



各診療科クリニカルパス作成状況 

腎臓内科・ 02-001 腎生検 

リウマチ膠原病内科 02-002 腹膜透析導入 

神経内科 03-001 ラクナ脳梗塞 

　 03-002 ウイルス性髄膜炎 

呼吸器内科 04-001 気管支鏡検査　　≪２日入院≫ 

　 04-002 気管支鏡検査　　≪３日入院≫ 

　 04-003 在宅酸素療法 

　 04-004 化学療法（CDDP+CPT-11） 

　 04-005 肺炎球菌肺炎 

　 04-006 抗癌化学療法（ＣＢＤＣＡ+ＴＸＬ） 

　 04-007 抗癌化学療法（ＶＮＲ） 

　 04-008 化学療法（ＣDDP+TS-１） 

　 04-009 在宅酸素療法２泊３日用 

血液内科 05-001 骨髄採取 

　 05-002 ＩＤＲ+Ａra-C療法 

　 05-003 Ｒ－ＣＨＯＰ療法 

循環器内科 06-001 冠動脈造影・左室造影検査　(前日用） 

　 06-002 冠動脈造影・左室造影検査　（２日前用） 

　 06-003 冠動脈造影・左室造影検査　（３日前用） 

　 06-004 電気生理学的検査（ＥＰＳ） 

　 06-005 ペースメーカー植込み術 

　 06-006 ペースメーカー植込み術　　≪途中パス≫ 

　 06-007 埋め込み型除細動器（ＩＣＤ） 

　 06-008 埋め込み型除細動器（ＩＣＤ）　　≪途中パス≫ 

　 06-009 ＰＣＩ 

　 06-010 ＰＣＩ　≪途中パス≫ 

消化器内科 07-001 大腸内視鏡的粘膜切除術(EMR)　（火曜入院） 

　 07-002 大腸内視鏡的粘膜切除術(EMR)　（水曜入院） 

　 07-003 超音波ガイド下経皮的ラジオ波焼灼療法（RFA) 

　 07-004 胃内視鏡的粘膜切除術（胃EMR) 

糖・内・代　内科 08-001-1 糖尿病教育入院  ≪月曜入院13日用≫ 

　 08-001-2 糖尿病教育入院  ≪月曜入院20日用≫ 

　 08-001-3 糖尿病教育入院  ≪木曜入院13日用≫ 

　 08-001-4 糖尿病教育入院  ≪木曜入院20日用≫ 

高齢医学 09-001 正常圧水頭症タップテスト 

　 09-002 嚥下造影検査 

　 09-003 総合機能評価 

精神神経科 10-001 終夜睡眠ポリグラフィー 

　 10-002 脳機能検査 

　 10-003 てんかん 

 

科名 パス名 



小児科 11-001 心臓カテーテル検査 

　 11-002 光線療法 

消化器・一般外科 12-001 大腸ＥＭＲ　（ロングステイ・ショートステイ）   

　 12-002 クローン病   

　 12-003 ソケイヘルニア根治術 

　 12-004 腹腔鏡下胆嚢摘出術 

　 12-005 結腸切除術 

　 12-006 膵頭部十二指腸切除術 

　 12-007 腹腔鏡下Ｎissen/HellerDor 

　 12-008 痔核根治術 

　 12-009 開腹胆嚢摘出術 

　 12-010 肝区域・部分　切除術 

　 12-011 胆管切除術 

　 12-012 胃全摘 

　 12-013 直腸脱 

　 12-014 腹腔鏡補助下大腸切除術(結腸切除） 

　 12-015 幽門側胃切除 

　 12-016 食道切除術 

　 12-017 直腸切除 

　 12-018 膵体尾部切除術 

　 12-019 腹壁瘢痕ヘルニア 

　 12-020 肝　右葉・左葉切除術 

　 12-021 小腸切除術 

　 12-022 痔ろう根治術 

　 12-023 大腸癌化学療法（ＦＯＬＦＯＸ-4法） 

　 12-024 大腸癌化学療法（5ＦＵ・アイソボリン療法） 

　 12-025 大腸癌化学療法（ＵＦＴ・ユーゼル・ＣＰＴ-11療法） 

　 12-026 大腸癌化学療法（ＣＰＴ-11+ＴＳ-1療法） 

　 12-027 大腸癌化学療法（ＣＰＴ-11Ａ法） 

　 12-028 大腸癌化学療法（ＦＯＬＦＩＲＩ法） 

　 12-029 胃癌術前・根治化学療法（ＣＤＤＰ+ＴＳ-1併用化学療法） 

　 12-030 胃癌化学療法（ＴＡＸ療法） 

　 12-031 胃癌化学療法（ＴＳ-1+ＴＡＸ療法） 

　 12-032 胃癌・食道癌化学療法（ＴＸＴ療法） 

　 12-033 食道癌　根治放射線化学療法時の照射後療法（ＣＤＤＰ+5-ＦＵ） 

　 12-034 食道癌Ｎｅｄａｐｌａｔｉｎ++5-ＦＵ併用化学療法 

　 12-035 膵臓癌化学療法（ＧＥＭ療法） 

　 12-036 大腸癌化学療法（肝動注療法　5FU単剤） 

　 12-037 大腸癌化学療法（肝動注5-FU+CDDP療法） 

　 12-038 大腸癌化学療法（関東肝動注療法研究会RCT）FL群 

　 12-039 大腸癌化学療法（関東肝動注療法研究会RCT）F群 

　 12-040 大腸癌化学療法（草野班　肝動注RCT） 



呼吸器外科 13-001 肺葉切除 

　 13-002 VATS小開胸・肺部分切除 

　 13-003 胸腔鏡下自然気胸手術 

　 13-004 非小細胞癌 カルボプラチン＋タキソール 

　 13-005 非小細胞癌 CDDP＋VNR 

　 13-006 非小細胞肺癌　ドセタキセル療法 

　 13-007 非小細胞肺癌　ＶＮＲ療法 

　 13-008 非小細胞肺癌　ＣＤＤＰ+ＧＥＭ療法 

　 13-009 非小細胞肺癌　ＣＤＤＰ+ＴＳ1療法 

　 13-010 非小細胞肺癌　ＣＢＤＣＡ+ＰＡＣ療法 

　 13-011 小細胞肺癌　ＣＤＤＰ+ＣＰＴ-11療法 

乳腺・甲状腺外科 14-001 甲状腺腫瘍性疾患   ≪全摘≫ 

　 14-002 甲状腺腫瘍性疾患   ≪亜全摘≫ 

　 14-003 副甲状腺 

　 14-004 原発性副甲状腺機能亢進症 

　 14-005 乳房温存 

　 14-006 乳腺全摘 

小児外科 15-001 小児鼡径ヘルニア 

　 15-002 小児陰嚢水腫 

　 15-003 小児包茎 

　 15-004 小児臍ヘルニア 

　 15-005 停留精巣手術（３日間入院） 

　 15-006 停留精巣手術（５日間入院） 

脳神経外科 16-001 慢性硬膜下血腫 

　 16-002 ＬＩＮＡＣ 定位的放射線治療 

　 16-003 脳血管撮影（ＤＳＡ） 

　 16-004 頭蓋形成術 

　 16-005 下垂体腺腫瘍　経鼻的経蝶形骨洞的腫瘍摘出術 

　 16-006 未破裂脳動脈瘤クリッピング術 

　 16-007 水頭症　脳室ー腹腔短絡術 

　 16-008 良性脳腫瘍開頭腫瘍摘出術 

　 16-009 未破裂脳動脈瘤脳血管内手術・コイル塞栓術 

　 16-010  脳腫瘍化学療法：ＣＢＤＣＡ+ＶＰ16療法 

　 16-011  脳腫瘍化学療法：ＰＡＶ療法 

　 16-012  脳腫瘍化学療法：ＨＤ-ＡｒａＣ療法 

　 16-013  脳腫瘍化学療法：Ａｄｒｉａｍｙｃｉｎ単独療法 

　 16-014  脳腫瘍化学療法：ｍＪＥＴ療法 

　 16-015  脳腫瘍化学療法：ＡＣＮＵ+ＶＰ16療法 

　 16-016  脳腫瘍化学療法：ｍＰＡＶ療法 

　 16-017  脳腫瘍化学療法：ＡＣＮＵ単独療法 

心臓血管外科 17-001  下肢静脈瘤 

　 17-002  ペースメーカー植込み術 



心臓血管外科 17-003 ペースメーカー交換術（PGR）5日間 

　 17-004  シャント作成 

　 17-005  経動脈的血管造影検査（ＩＡＤＳＡ） 

　 17-006  腹部大動脈瘤（ＡＡＡ） 

　 17-007  内シャント・シャントグラフト閉塞 

　 17-008  術前　AAA 

　 17-009  術前　大血管 

　 17-010  術前ＣＡＢＧ（ヘパリン使用） 

　 17-011  術前ＣＡＢＧ（ヘパリンなし） 

　 17-012  術前弁置換術（ヘパリン使用） 

　 17-013  術前弁置換術（ヘパリンなし） 

　 17-014  経動脈的血管造影検査 

　 17-015  内シャント造設 

　 17-016  ペースメーカー交換術（PGR）1泊2日用 

整形外科 18-001  椎間板造影（ディスコグラフィー） 

　 18-002  椎間板造影（ディスコグラフィー）　≪途中パス≫ 

　 18-003  ミエログラフィー 

　 18-004  ミエログラフィー　　　≪途中パス≫ 

　 18-005  大腿骨頚部外側骨折（γーNail） 

　 18-006  人工股関節全置換術（THA） 

　 18-007  経皮的レーザー椎間板減圧術（ＰＬＤＤ） 

　 18-008  LOVE法（髄核摘出術） 

　 18-009  片開き式脊椎管拡大術（ELAP） 

　 18-010  前十字靭帯再建術（ＢＴＢ） 

　 18-011  大腿骨頚部外側骨折（ハンソンピン） 

　 18-012  腰椎開窓術 

　 18-013  上肢手術（伝達麻酔） 

　 18-014  人工骨頭置換術 

　 18-015  上肢手術（全身麻酔） 

　 18-016  人工膝関節全置換術（ＴKA） 

皮膚科 19-001  皮膚腫瘍・母斑 

　 19-002  帯状疱疹A日程 

　 19-003  帯状疱疹Ｂ日程 

　 19-004  皮膚悪性腫瘍単純切除術（局麻） 

　 19-005  皮膚悪性腫瘍切除+皮弁形成術（局麻） 

　 19-006  皮膚悪性腫瘍切除+植皮術（全麻） 

形成外科 20-001  小児レーザー治療 

　 20-002  鼻骨骨折 

　 20-003  頬骨骨折 

　 20-004  脂肪腫 

　 20-005  耳下腺腫瘍 

　 20-006  顔面神経麻痺（静的再建・face-lift） 



形成外科 20-007  眼瞼下垂症 

　 20-008  口蓋裂 

　 20-009  口唇裂 

　 20-010  乳癌術後（腹直筋・スーパーチャージ） 

　 20-011  瘢痕拘縮（エキスパンダー挿入術） 

　 20-012  瘢痕拘縮（エキスパンダー抜去術） 

　 20-013  下肢潰瘍（植皮術） 

　 20-014  下顎骨骨折 

　 20-015  顔面神経麻痺(静的再建・眉毛拳上・眼瞼形成) 

　 20-016  顔面神経麻痺(動的再建・広背筋移植) 

　 20-017  乳癌術後（乳房再建・腹直筋移植） 

　 20-018  乳癌術後（乳房再建・広背筋移植） 

　 20-019  上肢潰瘍（植皮術） 

　 20-020  顔面皮膚腫瘍 

　 20-021  耳垂ケロイド 

　 20-022  喉頭部切除術 

　 20-023  甲状腺葉峡切除術 

　 20-024  口腔癌切除術（再建なし） 

　 20-025  甲状腺全摘術 

　 20-026  頸部リンパ節郭清術 

　 20-027  耳下腺癌 

泌尿器科 21-001  ＴＵＲ－Ｐ（経尿道的前立腺切除術） 

　 21-002  精巣固定術  

　 21-003  精巣捻転症/精巣固定術（緊急） 

　 21-004  副腎腫瘍内分泌検査   

　 21-005  前立腺全摘手術   

　 21-006  高位徐睾術 

　 21-007  ＥＳＷＬ（体外衝撃波砕石術） 

　 21-008  経尿道的尿管砕石術（TUL） 

　 21-009  前立腺生検 

　 21-010  ＴＵＲ－ＢＴ（経尿道的膀胱腫瘍切除） 

　 21-011  全身化学療法（Ｍ－ＶＡＣ） 

　 21-012  ラパ下副腎摘出術 

　 21-013  全身化学療法（BEP） 

　 21-014  麻酔下前立腺生検 

　 21-015  経皮的腎砕石術（PNL） 

　 21-016  膀胱全摘除術＋回腸導管造設術 

　 21-017  レーザー前立腺核出術（HoLEP） 

　 21-018  開腹腎摘除術 

　 21-019  ラパ下腎尿管全摘除術 

　 21-020  ラパ下腎摘除術 

　 21-021  HIFU



泌尿器科 21-022  密封小線源治療 

　 21-023  内尿道切開 

　 21-024  腎瘻造設術 

　 21-025  TVT手術 

　 21-026  尿管ステント留置術（緊急） 

　 21-027  膣前壁縫縮術 

　 21-028  ラパ下副腎摘出術（クッシング症候群） 

　 21-029  ラパ下副腎摘出術（褐色細胞腫） 

　 21-030  経尿道的膀胱砕石術 

　 21-031  陰嚢水腫根治術 

　 21-032  陰茎切除術 

眼科 22-001  片眼水晶体再建術　（４日用） 

　 22-002  片眼水晶体再建術　（３日用） 

　 22-003  片眼網膜復位術 

　 22-004  抗菌剤点眼 

　 22-005  副腎皮質ステロイドパルス点滴療法 

　 22-006  光線力学療法 

　 22-007  片眼硝子体手術 

　 22-008  両眼水晶体再建術（４泊５日） 

　 22-009  片眼緑内障手術 

　 22-010  片眼緑内障手術+水晶体再建術 

　 22-011  片眼眼窩内異物除去術 

耳鼻咽喉科 23-001  全身麻酔下　口蓋扁桃摘出術 

　 23-002  ラリンゴマイクロサージャリー 

　 23-003  内視鏡下鼻副鼻腔手術（全身麻酔下） 

　 23-004  鼓室形成術 

　 23-005  ＣＦ療法（ＣＤＤＰ+５‐ＦＵ療法） 

　 
23-006

  全身麻酔下　声門早期癌Ｔ1、Ｔ2に対するラリンゴマイクロ下 

  レーザー手術（月曜日手術） 

　 
23-007

  全身麻酔下　声門早期癌Ｔ1、Ｔ2に対するラリンゴマイクロ下 

  レーザー手術（水・金曜日手術） 

　 23-008  甲状腺腫瘍摘出術 

　 23-009  全身麻酔下　唾液腺（耳下腺・顎下線）腫瘍摘出術 

産科 24-001  ＩＶＦ－ＥＴ 

　 24-002  羊水穿刺 

　 24-003  Ｄ＆Ｃ 

　 24-004  正常分娩後 

　 24-005  予定腹式帝王切開術 

　 24-006  緊急腹式帝王切開術 

　 24-007  分娩管理 

婦人科 25-001  腹式単純子宮全摘術 

　 25-002  子宮膣部円錐切除術 



婦人科 25-003  診断的腹腔鏡手術 

　 25-004  ＵＡＥ：子宮動脈塞栓術 

　 25-005  付属器切除術 

　 25-006  卵巣嚢腫摘出術 

　 25-007  （腹式）子宮筋腫核出術 

救急医学 28-001  来院時心肺停止（ＣＰＡ） 

脳卒中科 29-001  脳梗塞　　一般 

　 29-002  脳塞栓 

　 29-003  ラクナ梗塞 



Ⅱ.  医療の質・自己評価





国立病院機構病院グループの臨床指標に基づき、以下の項目を記載した。

【基本項目】

【政策医療】

【安全な医療】

Ⅱ.  医療の質・自己評価



【各政策医療19分野臨床指標】
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循環器分野



神経・精神疾患

成育（小児）疾患



腎疾患



内分泌・代謝系

整形外科系

呼吸器系



免疫系

感覚器系





白内障

網膜硝子体

緑内障手術



黄斑疾患

血液疾患系



肝臓疾患系

ＨＩＶ疾患系

救急・災害医療系



その他



Ⅲ.  診　療　科





Ⅲ.  診療科

１．診療体制と患者構成

２．先進医療への取り組み

３．低信州医療の施行項目と施行例数

４．地域への貢献

1）総合診療科



１．診療体制と患者構成

２．先進医療への取り組み

３．地域への貢献

2）腎・リウマチ膠原病内科



関節リウマチ 

全身性エリテマトーデス 

顕微鏡的多発血管炎 

ベ－チェット病 

混合性結合組織病 

不明熱 

リウマチ性多発筋痛症 

成人性スティル病 

Wegener肉芽腫症 

アレルギー性肉芽腫性血管炎 

強皮症 

Felty症候群 

ANCA関連疾患 

結節性紅斑 

悪性関節リウマチ 

皮膚筋炎 

高安動脈炎 

多発性硬化症 

anorexia 

貧血 

41 

23 

16 

3 

2 

1 

2 

2 

5 

3 

4 

1 

1 

1 

1 

2 

2 

1 

1 

1 
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1 

2 

3 

4 

5 
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12 
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合計 

疾患名 件数 

2006年リウマチ膠原病疾患別入院患者数 

糖尿病 

IgA腎症 

慢性腎不全 

急性腎不全 

微小変化群 

慢性糸球体腎炎 

ネフローゼ症候群 

腎硬化症 

横紋筋融解症 

多発性嚢胞腎 

血尿 

水腎症 

アレルギー性紫斑病 

ミエローマ 

痛風腎 

急性腎炎 

腹膜炎 

巣状糸球体硬化症 

Klippel Trenauney病 

抗GBM腎炎 

コレステロール塞栓 

感染後腎炎 

クリオグロブリン腎症 

パルボ腎症 

妊娠高血圧 

悪性高血圧 

急速進行性腎炎 

心不全 

Alport 症候群 

35 

10 

39 
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10 
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疾患名 件数 

2006年腎臓病疾患別入院患者数 



１．診療体制と患者構成

3）呼吸器内科



２．先進的医療への取り組み

３．低侵襲医療の施行項目と施行例数

４．地域への貢献



１．診療体制

4）神経内科

脳血管障害 23 
　　　脳血栓症  11 
　　　脳塞栓症  8 
　　　血栓／塞栓鑑別困難  2 
　　　くも膜下出血  1 
　　　中大脳動脈狭窄症  1 
 
パーキンソン病 11 
 
パーキンソン症候群 8 
　　　進行性核上性麻痺  3 
　　　汎発性レビー小体病  2 
　　　線条体黒質変性症  1 
　　　病型不明  2 
 
運動ニューロン疾患 2 
　　　筋萎縮性側索硬化症  1 
　　　球脊髄性筋萎縮症  1 
 
脊髄小脳変性症 4 
　　　オリーブ橋小脳萎縮症  1 
　　　皮質性小脳萎縮症  1 
　　　SCA6  1 
　　　病型不明  1 
 
中枢神経炎症性疾患（非感染性） 16 
　　　多発性硬化症  9 
　　　神経ベーチェット病  3 
　　　脳幹脳炎（坑GQ1b抗体関連）  1 
　　　Opsoclonus-polymyoclonia症候群  1 
　　　視神経血管炎  1 
　　　癌性髄膜腫症  1 
 
中枢神経感染症 29 
　　　髄膜炎  19 
　　　　ウイルス性／無菌性   15 
　　　　細菌性   2 
　　　　結核性   2 
　　　脳炎  5 
　　　髄膜脳炎  4 
　　　脳膿瘍  1 
 
脳腫瘍 1 
　　　血管内リンパ腫  1 
 
痙攣発作・てんかん 30

不随意運動 3 
　　　ミオクローヌス  1 
　　　ジスキネジア  2 
 
脳症／意識障害 8 
　　　シャント脳症  1 
　　　慢性虚血性脳症  1 
　　　白質脳症（悪性リンパ腫関連）  1 
　　　敗血症に伴う意識障害  1 
　　　原因不明の意識障害  4 
 
末梢神経障害・脳神経障害 16 
　　　慢性脱髄性多発ニューロバチー  6 
　　　Guillain-Barre症候群  3 
　　　サルコイドーシスに伴うニューロパチー 3 
　　　橈骨神経麻痺  1 
　　　Ramsay Hunt症候群  1 
　　　Tolosa Hunt症候群  1 
　　　眼窩尖端症候群  1 
 
筋疾患 9 
　　　重症筋無力症  5 
　　　多発筋炎  3 
　　　横紋筋融解症  1 
 
脊椎・脊髄疾患 3 
　　　脊髄梗塞  1 
　　　靭帯骨化症  1 
　　　原因不明  1 
 
その他／神経関連疾患 9 
　　　一過性全健忘  3 
　　　頭痛  2 
　　　一酸化炭素中毒  2 
　　　良性発作性頭位変換性めまい  1 
　　　前庭性めまい  1 
 
その他／非神経疾患 11 
　　　心因性神経症状  6 
　　　腹痛  1 
　　　急性胃腸炎  1 
　　　股関節痛  1 
　　　脱水  1 
　　　胆管癌  1 
 
 
  計　183　　 

平成18年度　神経内科　病棟診療実績（延べ新入院患者数、他科併診患者を含む） 



２．先進的医療への取り組み

３．地域への貢献

４．特色と課題

新入院患者数 183 
　救急／緊急  126 
　　TCC   4 
　　1/2次救急   106 
　　一般外来   16 
　待機的  27 
　転科  2 
　併診  26 
　転院  2

退院患者 149 
　自宅退院  108 
　転院  141 
転科 17 
併診終了 22 
 
死亡退院 12 
　剖検  2

平均在院日数 
　実日数 40.0 
　法的計算日数 28.2

入院診療実績（平成18年度） 



１．診療体制と患者構成

２．主要疾患の治療実績

5）循環器内科　



３．低侵襲医療の施行項目と施行例数

４．先進的医療の取り組み

５．地域への貢献

６．特色と課題



１．診療体制と患者構成

２．先進的医療への取り組み

6）血液内科



３．低侵襲医療の施行項目と施行例数

４．地域への貢献



１．診療体制と患者構成

7）消化器内科

　肝細胞癌 199 

　肝硬変（静脈瘤治療を含む） 100 

　慢性肝炎 23 

　自己免疫性肝疾患（PBC, AIH, PSC） 18 

　急性肝炎 20 

　胃潰瘍 74 

　十二指腸潰瘍 23 

　胆嚢結石・総胆管結石 142 

　食道癌 32 

　胃癌（腺腫を含む） 76 

　膵臓癌 38 

　胆嚢癌 13 

　胆管癌 41

主要疾患 患者数 

　ファーター乳頭部癌 5 

　急性膵炎 28 

　慢性膵炎 10 

　大腸癌 53 

　イレウス（腫瘍を除く） 57 

　大腸ポリープ 75 

　小腸出血 20 

　潰瘍性大腸炎 20 

　クローン病 15 

　虚血性大腸炎 12 

　大腸憩室出血または憩室炎 51 

　急性腸炎 28 

　吸収不良症候群 4

主要疾患 患者数 



２．先進的医療の取り組み

３．低侵襲医療の施行項目と施行例数

４．地域への貢献



１．診療体制と患者構成

２．先進的医療への取り組み

３．低侵襲医療の施行項目と施行例数

8）糖尿病・内分泌・代謝内科



４．地域への貢献



１．診療体制と患者構成

9）高齢医学



脳梗塞(脳出血)   
脳梗塞後遺症 
パーキンソン病／ 
    パーキンソン症候群 
認知症  
 
心不全  
心筋梗塞  
狭心症  
心房細動  
高血圧  
 
肺炎 
誤嚥性肺炎 
結核 
陳旧性肺結核 
 
逆流性食道炎  
偽膜性腸炎 
 
糖尿病  
高脂血症  
電解質異常  
甲状腺疾患  
 
腎不全  
尿路感染症  
前立腺肥大  
 
脱水症  
横紋筋融解　 
 
敗血症  
 
悪性疾患  
 
主な老年症候群 
　廃用症候群 
　嚥下障害  
　　　胃瘻  
　　　経鼻経管栄養 
　便秘 
　不眠 
　せん妄 
 

14人 
　　　　 

　　　　 2人 
 

　　　　 3人 
 

　　　　45人 
　　　　 8人 
　　　　 3人 
　　　　 2人 

 
 

　　　　68人 
　　　　28人 
　　　　 4人 

 
 

　　　　 3人 
　　　　 

 
　　　　15人 
　　　　 1人 
　　　　 9人 

 
 

　　　　10人 
　　　　23人 

 
 

　　　　10人 
　　　　 8人 

 
　　　　 2人 

 
　　　　31人 

 

9人 
　　　123人 
　　　 27人 

 
　　　100人 

 
　　　 90人 
　　　 50人 
　　　 60人 
　　　 79人 
　　　234人 

 
　　　 16人 
　　　 24人 
　　　  

　　　 40人 
 

　　　 21人 
　　　  5人 

 
　　　 85人 
　　　 63人 
       41人 

　　　 23人 
 

　　　 57人 
　　　 49人 
　　　 47人 

 
　　　 24人 
　　　 12人 

 
　　　 30人 

 
　　　 17人 

 
 

　　　123人 
　　　 80人 
　　　 24人 
　　　 12人 
　　　134人 
　　　 50人 
　　　 13人 

主要疾患 主疾患患者数 合併疾患患者数 



２．先進医療への取り組み

３．低侵襲医療の施行項目と施行例数

４．地域への貢献（講演会、講義、患者相談会など）



５．特色と課題



１．診療体制と患者構成

10）精神神経科

患者総数 

死亡患者数 

剖検数 

平均在院日数 

稼働率 

405 

　０ 

　０ 

24.4日 

87.4％ 

うつ病 

総合失調症 

躁うつ病 

認知症 

解離性障害 

薬物･アルコール依存症 

人格障害 

摂食障害 

適応障害 

てんかん 

妄想性障害 

その他 

総計 

　215 

　68 

42 

　7 

　4 

　6 

　20 

　17 

　10 

　3 

　2 

　11 

　405



２．先進的医療の取り組み

３．低侵襲医療の施行項目と施行例数

４．地域への貢献



１．診療体制と患者構成

11）小児科





２．主要疾患の治療成績

３．先進的医療の取り組み

４．地域への貢献



５．特色と課題



１．診療体制と患者構成

２．平成18年度手術件数　899件　　

３．主要疾患の治療成績

４．先進的医療の取り組み

５．地域への貢献

12）消化器・一般外科





1.  診療体制と患者構成

２．先進的医療への取り組み

13）呼吸器・甲状腺外科



Fig．１　肺癌の手術成績　（1996年～2006年　836例）

肺 　 癌  

転移性肺腫瘍  

縦 隔 腫 瘍  

自 然 気 胸  

平成15年度 

77 

10 

 9 

29

平成16年度 

80 

11 

11 

39

平成17年度 

70 

 8 

 7 

30

平成18年度 

72 

10 

14 

41

手術症例数（表１） ＜呼吸器＞ 

５年生存率（表２）　（肺癌手術症例） 

病期　ⅠA 

病期　ⅠB 

病期　ⅡA 

病期　ⅡB 

病期　ⅢA 

全　体 

 

当科（1997年～2001年） 

82.1％ 

72.0％ 

100.0％  

45.3％ 

36.8％ 

57.0％ 

全国（1999年切除例） 

83.3％ 

66.4％ 

60.2％ 

47.2％ 

32.8％ 

61.6％ 



３. 低侵襲医療の施行項目と施行症例数

４．地域への貢献

５．特色と課題

原 発 臓 器  

大 腸 癌  

骨 ･ 軟 部 腫 瘍  

腎 臓 癌  

精 巣 腫 瘍  

手術症例数 

40 

10 

 7 

 6

転移性肺腫瘍＜原発巣別　手術症例数＞1996年～2006年（表３） 



１．診療体制と患者構成

表１　外来患者数

表２　外来化学療法施行患者数

＊2002・2003・2004年分は同年１～12月までの施行患者数です。

14）乳腺外科

年度 

外来患者数 

H12 

6,575

H13 

7,354

H14 

7,436

H15 

9,494

H16 

11,062

H18 

13,072

H19 

14,762

2002年 

293

2003年 

336

2004年 

448

2005年（１～５月） 

342

2005（６～翌３月） 

767

2006年度 

984



表３　治療成績と手術件数

図１　stage Ⅱ　生存率

２．先進的医療への取り組み

３．低侵襲医療の施行項目と施行症例数

４．地域への貢献

胸筋合併乳房切除 

胸筋温存乳房切除 

乳 房 温 存 術  

単 純 乳 房 切 除  

そ の 他  

H14年度 

1 

72 

32 

1 

4

H15年度 

1 

61 

80 

1 

18

H16年度 

0 

80 

66 

0 

23

H17年度 

0 

82 

61 

1 

11

H18年度 

1 

60 

41 

1 

10



１．診療体制と患者構成

２．先進的医療への取り組み

３．低侵襲医療主要疾患の施行項目と施行例数

４．地域への貢献

15）小児外科



表１　平成18年度入院数（のべ入院数） 340件

表２　平成18年度手術数　　　　300件



１．診療体制と患者構成

２．主要疾患の治療成績、術後生存率

16）脳神経外科



３．高度先進医療への取り組み

４．低侵襲医療の施行項目と施行例数

５．地域への貢献



１．診療体制と患者構成

２．先進的医療への取り組み

３．低侵襲医療の施行項目と施設例数

17）心臓血管外科



４．地域への貢献

５．特色と課題



１．診療体制と患者構成

２．先進的医療への取り組み

18）整形外科



３．地域への貢献

別紙１　　杏林大学整形外科学教室　入院患者疾患別統計 
平成18年４月～平成19年３月 

外傷部位（重複あり） 

頚椎捻挫 

脊髄・馬尾損傷 

脊椎（神経損傷例を除く） 

骨盤 

肩関節・周囲 

上腕骨骨幹 

肘関節・周囲 

前腕骨骨幹 

手関節・周囲 

手・指 

股関節・大腿骨頚部 

大腿骨骨幹 

膝関節・周囲 

膝蓋骨 

下腿骨骨幹 

足関節・周囲 

足・趾 

血管損傷 

腱損傷 

末梢神経損傷 

その他 

外傷入院患者数 

 

1 

14 

29 

11 

15 

12 

25 

6 

16 

11 

59 

13 

12 

8 

24 

18 

6 

1 

7 

4 

17 

309

別紙１－１ 

疾患名（重複あり） 

椎間板ヘルニア 

脊柱管狭窄症 

靭帯骨化症 

頸椎症性脊髄症 

脊髄腫瘍 

RA（脊椎） 

その他 

良性骨腫瘍 

悪性骨腫瘍 

良性軟部腫瘍 

悪性軟部腫瘍 

転位性骨腫瘍 

変形性膝関節症 

膝半月板損傷 

膝靭帯損傷 

RA（膝関節） 

その他 

変形性股関節症 

大腿骨頭壊死 

先股脱 

ペルテス 

すべり 

RA（股関節） 

その他 

RA（脊椎、膝、股以外） 

RA類縁疾患 

虚血性肢疾患 

骨髄炎 

小児（股関節以外） 

肩疾患 

上肢疾患 

足部疾患 

その他 

疾患入院患者数 

外傷入院患者 

入院患者総数 

 

128 

92 

13 

33 

11 

4 

13 

20 

31 

43 

24 

3 

25 

67 

19 

6 

18 

67 

9 

4 

1 

1 

3 

17 

5 

1 

9 

8 

3 

6 

8 

16 

46 

754 

309 

1,063

別紙１－２ 



別紙２ 　杏林大学整形外科学教室　手術法統計 

脊椎 ヘルニア摘出術 LOVE法 21 

  X-tube  

   MED（内視鏡下手術）  15 

  ELAP（脊柱管拡大術）  30 

  椎弓切除、形成、開窓 43 

  前方固定術  2 

  後方固定術  23 

 その他  28 

骨盤 骨折・その他  4 

肩関節 肩関節靭帯再建術  5 

 骨接合術  3 

 その他  4 

上腕 骨接合術  18 

 その他  9 

前腕 骨接合術  15 

 その他  8 

肘関節 骨接合術  29 

 その他  14 

手関節、手 腱縫合術  17 

 骨接合術  58 

 その他  20 

股関節 人工股関節全置換術  71 

 骨切り術  6 

 人工骨頭置換術  38 

 骨接合術  32 

 その他  23 

膝関節 人工膝関節全置換術  27 

 関節鏡視下半月板手術 48 

 膝関節靭帯再建術  15 

 骨接合術  7 

 その他  16 

大腿，下腿 骨接合術  26 

 その他  4 

足関節、足 骨接合術  19 

 その他  9 

四肢．体幹部腫瘍 生検  48 

 腫瘍切除術  76 

その他 四肢切断術  11 

 その他  

手術総数 （多部位重複）  842 

手術患者総数    795

別紙２ 

部位別 術式 件数 



１．診療体制と患者構成

２．主要疾患の治療成績

19）皮膚科



３．先進的医療への取り組み



４．地域への貢献

５．特色と課題



１．診療体制と患者構成

２．先進医療的医療の取り組み

３．低侵襲医療の施行項目と施行症例数

４．地域への貢献

20）形成外科・美容外科





１．診療体制と患者構成

21）泌尿器科



２．主要疾患の治療成績、術後生存率（平成６年以後）



３．先進的医療への取り組み（平成18年度まで）

４．地域への貢献



１．診療体制と患者構成

２．先進的医療への取り組み

22）眼科



３．低侵襲医療の施行項目と施行例数

４．地域への貢献（講演会、講義、患者相談会など）



１．診療体制と患者構成

23）耳鼻咽喉科



２．先進的医療への取り組み

３．低侵襲医療の施行項目と施行例数

４．地域への貢献（講演会、講義、患者相談会など）



平成18年度耳鼻咽喉科入院患者疾患内訳

Ⅰ．緊急入院

Ⅱ．予定入院

Ⅲ．悪性腫瘍

Ⅳ．不明



１．診療体制と患者構成

24）産婦人科





２．高度先進医療について

３．地域への貢献

４．特色と課題



１．診療体制と患者構成

２．主要疾患の治療成績

25）放射線科



３．先進医療へのとりくみ（高度医療の提供）



４．地域への貢献

５．ＰＡＣＳ（Picture Archiving Communication System）

表１



１．診療体制と患者構成

２．先進的医療への取り組み

３．低侵襲医療の施行項目と施行例数

４．地域への貢献

26）麻酔科



１．診療体制と対象疾患

27）リハビリテーション科

43.7

18.2

16.9

17.1

16.3

15.2
9.4

11.7

脳卒中科 

整形外科 

脳神経外科 
循環器内科 

高齢医学科 

呼吸器内科 

神経内科 

消化器内科 
消化器・一般外科 

心臓血管外科 
救急医学科 

その他 その他 

中枢神経疾患 

骨・関節疾患 

廃用症候群 

循環器疾患 

呼吸器疾患 

図２：平成18年度リハビリ対象の疾患内訳 図１：平成18年度入院リハビリの診療科内訳 



２．リハビリテーション診療成績

図３．リハビリ実施新患数の動向 図４．延べ患者数の動向 図５．診療報酬の動向 
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入院 外来 理学療法 作業療法 言語療法 
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0
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％ ％ 
平均±標準偏差=21.0±38.2日 平均±標準偏差=29.1±38.6日 35 

30 

25 

20 

15 

10 

5 

0

図６．入院からリハビリ開始までの期間 図７．入院リハビリ実施期間の分布 



３．先進的取り組み

100 

80 

60 

40 

20 

0
脳卒中科 脳外科・ 

神経内科 
全体 

リハビリ介入によるFIMスコア改善 

リハビリ開始時のFIMスコア 

48.8

12.0

9.9

8.0
自宅退院 

転院 
一般病院 

転院 
回復期リハ病院 

転院 
療養型・老健施設 

中止－目標達成 

中止－病態悪化 

中止－死亡 

継続中 

図８．入院患者リハビリ介入前後のFIMスコア 図９．平成18年入院リハビリ患者の転帰 

120 

100 

80 

60 

40 

20 

0
0 10 20 30 40 50

FIM合計点 

70/1.7日 
94/20.5日 

77/24.7日 

76-42.8日 

48/6.5日 

48/1.8日 

ユニット導入後 

ユニット導入前 

入院後経日 

図10　脳卒中患者における入退院時のADL変化 



４．地域への貢献

５．特色と課題



１．診療体制と患者構成

２．先進的医療への取り組み

28）救急医学

CPA-OA  359  344 

循環器系（心筋梗塞、狭心症等） 395 22 

呼吸器系（肺炎、喘息重責等） 90 12 

脳神経系（クモ膜下出血、脳出血、脳梗塞等） 303 62 

消化器系（出血性胃潰瘍、重症膵炎等） 79 4 

泌尿器系 9 0 

外傷（交通外傷、転落等） 249 19 

熱傷 41 4 

外傷CPA  22  22 

急性薬物中毒 192 2 

その他 106 12 

合計 1,845 503

主要疾患患者数 患者数 死亡数 



３．研究





Ⅳ.  部　　門





１．病院管理部の目的

２．構成スタッフ

３．業務内容

Ⅳ.  部　門

1）病院管理部





Ⅰ．看護管理

2）看護部

一般病床・精神病床 特定機能病院入院基本料 ７：１ 

ICU   特定集中治療室管理料 常時２：１ 

TCC  救命救急入院料２  常時２：１ 

BCU  広範囲熱傷特定集中治療室管理料 常時２：１ 

MFICU  総合周産期特定集中治療室管理料 常時３：１ 

NICU  新生児特定集中治療室管理料 常時３：１ 

GCU  新生児入院医療管理加算 常時６：１ 

3－1AB・3－2C  ハイケアユニット入院医療管理料 常時４：１ 

部署名 適用区分 看護配置基準 

稼 動 病 床 数  

平均在院日数 

看 護 師 数  

（床） 

（日） 

（人） 

975 

20.9 

996

平成14年度 

984 

18.6 

1,026

平成15年度 

991 

17.0 

1,119

平成16年度 

994 

15.6 

1,179

平成17年度 

1,014 

14.1 

1,248

平成18年度 



1－2 3.3 2.7 2.6 3.8 60.0 55.1 5.6 7.1 7.4 5.5 6.0 6.7 3.8 13.9 

1－3 72.6 82.1 81.4 85.1 80.0 76.5 75.1 89.5 90.4 89.2 86.9 78.3 87.2 83.5 

1－4 33.1 21.7 25.2 30.9 48.4 43.5 24.5 49.2 55.6 57.4 49.5 44.8 48.8 41.6 

1－5 3.9 5.0 5.4 8.2 20.4 38.9 32.2 33.0 36.0 32.1 40.6 27.7 34.7 26.2 

2－2A 67.2 66.2 85.2 80.0 83.2 84.8 76.3 81.9 79.9 90.0 89.8 86.8 83.8 82.3 

2－2B 11.7 17.7 12.7 22.1 19.2 15.7 36.3 28.2 32.7 25.2 14.3 12.9 22.7 21.6 

2－2C 35.8 36.7 32.7 28.4 52.0 53.9 47.2 50.9 44.6 43.1 49.7 51.2 50.6 45.1 

2－3A 34.5 50.0 58.8 54.7 57.5 55.1 39.5 42.7 56.0 57.9 62.7 56.3 58.7 54.2 

2－3B 45.4 50.7 59.3 53.2 63.8 57.7 59.5 68.2 61.7 65.0 63.9 72.5 69.4 62.1 

2－3C n/a n/a 52.2 64.8 51.4 43.8 35.2 39.9 44.0 51.4 48.8 51.9 32.9 46.9 

2－4A 30.8 27.7 36.3 27.5 22.8 18.5 21.3 28.3 45.5 35.7 44.1 38.8 35.6 31.8 

2－5A 26.4 42.6 36.4 29.0 35.4 38.3 46.1 47.0 45.6 46.1 48.1 39.6 47.3 41.8 

2－6A 46.9 46.0 57.0 56.3 45.5 57.2 51.7 62.5 72.8 73.1 73.8 67.2 62.3 60.4 

3－2A n/a 34.8 36.7 35.5 49.0 38.4 42.3 45.1 43.7 46.5 44.1 43.5 49.3 42.4 

3－2B 23.1 31.6 29.4 30.0 21.1 29.1 29.5 39.5 36.7 37.9 48.2 49.8 42.1 35.4 

3－3A 37.7 43.7 49.4 44.8 42.9 36.9 26.6 47.2 54.4 59.0 61.4 57.6 61.7 48.8 

3－3B 51.2 67.3 63.9 63.8 67.4 73.7 75.6 79.7 77.3 67.1 69.1 64.1 61.8 69.2 

3－4A 37.7 49.3 51.6 42.7 51.9 51.6 21.5 47.2 53.3 50.1 48.0 48.0 44.2 46.6 

3－4B n/a n/a 35.5 35.2 38.9 39.8 14.4 41.2 47.8 47.8 44.9 44.0 49.3 39.9 

3－5A 26.2 35.2 46.9 57.1 61.6 37.9 35.0 58.3 57.0 57.1 64.8 60.9 61.5 52.8 

3－5B 24.3 44.7 26.1 30.6 26.0 32.2 33.2 22.1 32.6 23.4 20.9 7.0 20.7 26.6 

C－3 45.0 59.4 57.4 62.4 56.0 57.3 36.2 67.9 63.4 73.6 69.4 75.2 67.6 62.1 

C－4 58.6 50.1 57.4 56.9 59.1 56.1 40.5 72.4 58.2 67.5 58.9 62.6 71.7 59.3 

C－5 25.6 21.7 32.2 41.4 42.7 29.0 21.4 34.8 44.9 40.1 45.1 51.1 50.6 37.9 

一般病棟平均 35.3 40.3 43.0 43.5 48.2 46.7 38.6 49.3 51.7 51.7 52.2 49.9 50.8 47.2 

3－1AB 42.3 n/a 68.9 92.1 83.4 88.9 57.4 92.0 89.8 86.3 95.1 90.4 87.8 84.7 

3－2C 57.4 86.7 83.3 85.9 88.0 89.0 65.9 90.8 93.0 90.1 84.8 83.1 93.2 86.2 

MFICU 17.8 9.1 12.1 15.3 74.5 75.3 24.8 16.6 16.6 27.8 23.3 22.2 21.9 28.3 

NICU 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 

GCU 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 99.8 100.0 100.0 

ICU 97.9 98.8 98.8 99.3 99.7 98.8 96.6 98.8 99.2 99.5 100.0 97.7 99.4 98.9 

TCC 94.3 98.4 96.1 97.0 93.6 98.2 91.2 94.0 97.8 94.2 98.3 96.3 97.8 96.1 

BCU 75.0 83.3 86.1 78.3 77.6 72.1 68.8 96.4 85.2 71.4 99.2 99.0 99.1 84.7 

ナーサリールーム n/a 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

部署名 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 17年 
10月 

年度 
平均 

平成19年６月20日 



Ⅱ．臨床看護実践

平成18年度　看護部目標年間評価　　　目標：信頼される看護の実践

１．ストーマケアと管理 

２．尿失禁指導 

３．自己導尿指導・管理 

４．糖尿病指導・管理 

５．乳がん看護相談 

６．助産外来 

７．母乳相談①硬結 

　　　　　　②乳腺炎 

358 

292 

32 

931 

19 

1,613 

372 

350

相談内容 件数（件） 

　　　　　　③維持 

　　　　　　④促進 

　　　　　　⑤過多 

　　　　　　⑥白斑 

　　　　　　⑦断乳 

　　　　　　⑧乳頭異常 

　　　　　　⑨授乳指導 

８．あんずくらぶ 

737 

52 

9 

138 

221 

34 

119 

258

相談内容 件数（件） 

①看護必要度の把握による看護師

の適正配置（傾斜配置）を行う 

　看護必要度の入力は100%できるようになった。2006年度より診

療報酬改定に伴い７：１の入院基本料が設けられた。７：１を維持、

および看護必要度の高い病棟に人員が配置できるように、基準の

整備・マニュアル作成を行い、サポートナースが看護必要度の高

い病棟に支援に行く体制つくりを行った。2-3B病棟で開始し、受

けて側は基準を参考にしてサポートナースへ依頼する業務内容を

あげることができた。患者情報の共有には課題が残った。また、

傾斜配置、サポートナースに対する認識に差があるので、全看護

師の認識を高める為にも今後もサポート体制つくりをさらに検討し、

他の病棟でも活用できるように支援していく必要がある。 

②医師・コメディカル・リソース

ナース・ケアチームを活用して

看護実践能力をあげる  

　感染対策チーム（病棟巡視１回/月、耐性菌サーベイランス30～

40件）・呼吸ケアチーム（病棟巡視１回/週、IPPV⇒30件/日、

NPPV⇒７件/月）安全管理だけでなく、患者・家族の精神的サポ

ートの支援まで関わるようになってきた。褥瘡対策チーム（100～

120件/月）・NSTワーキングチーム（70～80件/月）が、それぞれ

コメディカルと一緒にラウンドを行い、実践・教育・指導を行っ

ている。10月からは緩和ケアチーム（250件/月）のラウンドを開

始した。各チームが講習会を開催し、教育的な関わりを持っている。

依頼件数も増加し、周知され活動している。褥瘡発生率の低下、

IVHから経腸栄養への移行、インスリンに関する講習会での知識

の普及、疼痛ケアが積極的に行われるようになってきた。糖尿病

チームは糖尿病療養外来（502件/月）を立ち上げ外来患者様を対

象に活動している。今年度12月から摂食嚥下チームが立ち上がり、

病棟での底上げが出来るように各病棟のリンクナースを対象に勉

強会を行っている。クリティカル領域として呼吸器以外のサポー

トに関する要請もあった。今後各チームが継続していけるように

支援する。 

１．急性期病院としての役割を担う  

目　　標 年　間　評　価 



③患者・家族参加型看護計画を推

進する 

　入院診療計画書・退院療養計画書の提出は、ほぼ100%である。

患者・家族が治療方針を理解し、治療に参加できるように各病棟

での対策が必要である。外科系から要望のある「病院共通の術前

処置のパンフレット（案）」は、医師を含め検討している段階であ

る。看護計画立案時に各ケアチームが参加し、患者・家族への説

明を行い、患者・家族参加型が実践できるように取り組んでいる。

さらなるケアチームの活用や入院診療計画書を活用し患者・家族

参加型看護計画を推進できるようにしていく。 

④看護相談外来を活用する 　現在看護相談外来は、スキンケア外来（30人/月）、失禁外来（24

人/月）、助産外来（120～150人/月）が活動している。昨年と比べ

受診患者は増加し、医師からの依頼も増えてきている。10月から

は乳がん看護相談室が開設された。（2.8人/月）今後は、フットケ

ア外来を開設する予定。看護相談外来の広報活動を行い、活用を

促進していく。 

⑤クリニカルパスの推進を図る  クリニカルパスは申請中のもの250題あり、運用されているもの

は125題である。活用状況は上がっているが今だ27％であり今後課

題が残る。患者・家族に説明するツールとしても重要であるため、

推進と作成の為の指導教育を図っていく。 

　外来パスの作成に向け活動が開始された。病棟・外来一元化と

いうこともあり、ケアの統一が図れるようになる。今後も作成を

促していく。 

⑥効率的な空床管理を行う 　H18年度一般病床の空床率（４月～12月）は、平均25.7%であっ

た。現在ベットコントロールは、病棟医長と病棟師長で行っている。

専任のベットコントロール担当者を配置し、ベッドコントロール

を中央化していく案があり、病床運営委員会で検討中であるため、

看護部門も積極的に参画していく。 

①医療連携部の構築に寄与する。 　医療福祉相談室、在宅療養指導室、訪問看護室が統合され組織

の再編が行われた。２週間に１回、合同ミーティングを実施、互

いの情報を共有し検討課題解決へ向けて、意見交換を行っている。

今後も他部門との連携を強化して患者中心の医療連携の確立へ向

けて取り組んでいく。 

②退院支援システムの効率的な運

用を図る 

　退院支援ナースが、小児、脳卒中センター、一般病棟で、依頼

に応じて活動する形をとっている。 

年間退院支援依頼件数（２/14現在）は、成人83件・小児15件であ

った。現在、スクリーニングシートの見直しを行っている。今後、

活用率をあげ、早期から退院に向けて患者・家族支援ができるよう、

運用方法を含め再検討をしていく。入退院センターに関しては、

引き続き構築に向けて、役割を明確にしていく必要がある。 

③病棟・外来一元化のマネジメン

ト方式を推進する。 

　一元化により、病棟と外来が連携し継続した看護が実践できて

るかをスタッフと患者の両者の意見を聴取。特に長期に通院治療

をされている患者にとっては、病棟と外来で同じスタッフが関わ

っている事が安心と信頼に繋がっている。看護師は、患者の入退

院後の生活をみることで自分達の看護の評価に繋げることができた。

一方では、外来の突発的な人員調整が多く、外来配置を踏まえた

サポート体制が必要と考える。 

２．地域連携の強化を図る  



４．教育システムの見直し強化を図る 

④教育機関としての資源を提供す

る 

　研修施設として、各分野の認定看護師実習の受け入れや看護学

生の実習を受け入れている。研修や実習を行いやすい環境を積極

的に整えていく。 

　昨年11月にも、三鷹農業際に2日間参加し看護相談を行った。看

護相談を通じて、地域住民との関わりを深める事ができた。（約

100名） 

　院内での公開講座や多摩南部地区の勉強会における講師など、

リソースナースが院外で教育の機会を持った（19件）。 

①部署ごとの整理整頓を確実にす

る 

　SPDが導入されて、過剰な物品の在庫がなくなり、環境が整備

される機会にもなった。部署ごとに整理整頓の表示や声かけは実

施されていたが、確実に５S運動を実施して習慣化される為には、

定期的に強化月間を設けたり改善事例の共有を図る機会を持つな

どが必要であり、次年度の課題である。 

②KYT活動を実践し、インシンデ

ントレベル0の報告が増える 

　４月から12月までのインシデントのうち、レベル０は17.6%（他

職種含む）であった。ただし、10～12月までの四半期では16.0%と、

上半期の23.7%と比べて7.7ポイントの低下が見られている。KYT

の実施率87.0％（全病棟平均）であった。次年度は一年間を通じ

て絶え間なくKYT活動が行なわれ、年間通じてレベル０の報告が

増えるように取り組んでいく必要がある。 

③二人で確認する行為を確実に実

践する。 

　「指差し呼称」のチェック表（５項目）を用い、病棟巡視を４

回行って実施状況を確認した。１回目平均実施率79.6%⇒４回目

80.6%と若干の改善がみられた。「指差し呼称」ポスター展・指差

札の装着などを実施した事で患者側の「指差し呼称」に対する認

知度を高めた。更に実施率の向上を目指していく。 

④定められた基準・手順を遵守する。 　現在、担当委員会にて基準・手順の見直しと修正を実施。次年

度は、修正した基準・手順の活用率を上げていく為に基準・手順

活用状況を把握、修正後の再評価を行う。 

⑤緊急時・急変時の看護実践力を

あげる。 

　看護職のBLS・AEDインストラクター養成コース終了後、各部

署インストラクターによる自主訓練開催数は、314回/年である。

年間を通し複数回実施している部署もある。未実施の部署に今後

も継続して自主訓練の開催を促す必要がある。 

　昨年作成された「呼吸・循環アセスメントシート」は、常に用

いている（67.5％）、だいたい用いている（19.3％）であり、86.8%

は活用していた。項目によっては病棟の特性から実施する機会が

ないものもあるため、ばらつきがあった。今後は、各部署の必須

項目に対する活用率を100%にする必要がある。 

①新人看護師の基本的技術チェッ

ク精度をあげる。 

　今年度改正されたチェックリストは年間を通して活用され、提

出率は中間評価同様100％であった。評価の結果を時系列にして比

較した結果99項目中94項目において「一人でできる」の回答が増

加していた。今後の教育プログラム内容検討に生かしていく。さ

らに、自己評価のみならず他者評価も加え、より精度の高いチェ

ックリストとしての活用を行う必要がある。 

３．医療・看護安全管理の推進を図る 



５．職場環境の充実を図る  

②知識、技術の評価システムを構

築する。 

　知識評価システムに関しては研修後の確認テスト・レポート及

び再受講を実施した結果を活用し、技術評価に関しては教育委員

会で作成された技術チェック表を各部署に配布し評価に繋げるこ

とができた。また評価システムの一環であるクリニカルラダーに

関しては師長評価を集計した結果、アプリコット（49人）、レベル

１（117人）、レベル２（98人）、レベル３（62人）、レベル４（69人）

という結果となったが、合計人数が395人と看護職員の半数にも及

んでいない。今後はラダーの活用率を向上させていく必要もある。 

　また、各部署で領域別のクリニカルラダーを構築し、これに沿

った教育スケジュールパスを作成している。 

　知識・技術評価を行う担当者を任命し、評価者の教育も定期的

に行っていく必要がある。 

③プリセプターシステムとバック

アップシステムの再構築を行う。 

　リソース委員会・現任教育委員会で専任の教育担当者・教育プ

ログラムについて話し合い、次年度より新卒看護師の教育体制と

して、新卒看護師・エルダー・メンター・新卒看護師教育担当者

で構成されるバックアップチームとすることが決定した。その目的・

編成・役割が明らかにされ、次年度に向け各部署より選出された

教育担当者に対する研修が実施されている。また、エルダー・メ

ンターに対する研修も開始している。このシステムの変更を関係

者がそれぞれ理解し、システムを担う一員という意識をもつこと

が重要であるため、同時に説明会も開催していく。 

④病院職員教育へ参画する。 　職員教育室で主催した病棟訪問研修では、生命危機にかかわる

診療行為に関する研修プログラムで「呼吸管理」を開催。呼吸ケ

アチームの医師・看護師により研修を開催した。その後、薬剤部、

医師、業者、糖尿病認定看護師による全職員を対象とした「イン

スリン注射」の講演会と対象を絞っての研修会を実施した。専門

分野に特化した知識や技術を持つ看護師が教育に参加することで、

第一線の看護活動に直結する教育の提供が可能になると考える。

今後、さらに看護部も積極的に関与していく。 

　また、訪問研修についても効果の検討をしていく必要がある。 

⑤領域別のクリニカルラダーを構

築し実践する。 

　本年度は、各部署で領域別クリニカルラダーを作成した。１部

署を除いて全部署で作成が終了しており、次年度以降はこのラダ

ーを用いた評価を行なう予定である。 

⑥人事考課を意図としたマネージ

メントラダーを再考する。 

　９月・10月に、初めてマネージメントラダーに基づいた看護管

理職の部長面接を実施した。これにより各管理職の課題が明確化

された。 

⑦他部署研修を計画的に推進する。 　40部署中、26部署（65%）が他部署研修の派遣または受け入れ

を行なっており、上半期の58%よりも７ポイントの上昇が見られた。

次年度は、100%になるように推進していく。 

①実情に即した看護体制の構築を

図る 

　2007年２月に3－3B病棟が二交替制勤務導入となった。2006年

４月からの７：１の看護体制開始と傾斜配置の両側から、実情に

即する看護体制構築のための調整を図った。二交替制勤務導入部

署が増えたが、インシデント及びアクシデントの報告数に大きな

変動は見られていない。 



６．経営改善に参画する 

②休憩室・仮眠スペースの快適性

を確保する 

　９月に男性看護師研修を行った際に、休憩室や仮眠スペースに

関するヒヤリングも行った。男性看護師への配慮が不足している

環境が明らかになった。男性看護師が快適に休憩、仮眠をとるこ

とができる環境整備は、具体化するまでには至っていない。今後、

女性と男性がともに働きやすい職場づくりのためにどのような取

り組みをしたらよいか検討していく。 

③メルマガ通信で看護相互の理解

を深める 

　９月に看護部報“Kyorin Nurse Press”を創刊し、以降は隔月

で発行を続けている。12月には病院情報システムを利用した「ア

プリコットWEB」を開設し、電子配布を開始した。次年度は、よ

り多くの看護職が参加する編集体制をめざしていく。 

①SPDシステムを有効活用する 　SPDを全部署に導入した。問題点として各部署の定数在庫が多

いため在庫を減らすように委託会社が各部署と協力のもとで見直

しを行っている。また処置セットについては未使用セットの回収

率が多く、入力の仕方・セット内容の見直しが必要となってくる。 

今後救急カートの標準化を全部署へと拡大する。 

　中材の回収物品の中に、メス刃・針の混入が減少しない為、対

策の検討中である。 

①平成20年11月までの更新に向け

た計画立案を行い計画に基づい

て実践する 

　第一回自己調査後、領域毎に改善計画が立てられている。報告

書が提出されており、スケジュール通りに進行している。 

　現在、第2回の自己調査が進行中であり、その結果で予算化が検

討される方針である。来年の更新まで引き続き取り組んでいく。 

７．病院機能評価更新に向けて準備する 

②集計機能を活用して自部署のイ

ンジケーターを累積する 

　特殊状況や看護度は全ての病棟で日々入力されている。その他、

各病棟で必要と考えるインジケーター（入院、退院数、手術件数、

検査件数など）についても、聞き取り調査では累積しているとの

回答が多くをしめた。全病棟で確実に累積されるようにしていく

ことが今後の課題である。 

　また、累積データーをより確実なものにし、把握するために特

殊状況や看護必要度の制度を上げるように内容を検討し改定して

きた。今後は各病棟で必要なインジケーターの内容や集計を提出

していただき、全体の把握をしていく。 

　今後も、インジケーターを累積していくと共に、来年は経験則

を具体的に言えるようにしていく。 

インジケーターを活用したマネジメントを実践する。　 

②リネン物流を活用する 　委託業者によるベッドメーキングは全部署導入した。入退院の

多い部署からの緊急要請に十分対応できていない。次年度契約時

に検討が必要である 

　現在中央病棟とその他の病棟でリネンの運用が異なるため今後

全病棟が中央病棟と同じリース方法での運用を検討していく。 

③新外科病棟のオープンに向けて

参画する 

　スケジュールにそって進行している。１月で看護管理者の配置

引越し委員会のメンバーが決定し、各部署では看護師再配置の準

備が進められている 

備品必要物品のリスト化が担当の看護師によって進められている。

引き続き他部署も支援していく 

④看護補助業務量に即した看護助

手の配置を行う 

　昨年の看護助手業務量調査を参考に、看護助手配置の見直しが

行われた。今年も８月に看護師に対する業務量調査が行なわれて

おり、その結果がまとまり次第見直しを続けていく。 



③インジケーターに基づいた改善
を行う 

　インジケーターを活用し、日々の業務分担に役立てている部署
が９部署であった。活用の内容は各勤務帯の人員配置や業務内容
の検討などであった。しかし、人員不足が理由で活用できない、
と答えた部署もあった。活用できることは今後も継続、活用でき
ないと回答された部署は、決められた人員のなかで活用可能なこ
とを見出し、インジケーターを利用して業務などの改善ができる
ようにしていく。 
　今後は、診療活動統計委員会などの場を通じ、病院全体でさら
に広くインジケーターを活用していくことが必要である。 

④チームで行う治療・看護のプロ
セスの記録を強化する 

　ほぼ全ての部署で、定期的にカンファレンスがおこなわれ、記
録も保管していた。専用のノートを使用し伝達・意見の追加、カ
ンファレンス翌日に再度検討していると答えた部署もあった。し
かし、「開設まもない」といった理由でチームカンファレンスの導
入がされていない、振り返りなどが十分に出来ていないといった
意見や、カンファレンス内容について継続的な記録・評価が無い
部署もあった。今後は、振り返りや業務に生かされるよう方法を
検討、更なる記録の充実を図れるようにしていく。 

１．業務管理委員会 １．防災自主訓練 
 
 
 
 
２．タイムスタディ調
査の実施 

 
 
３．アプリコット研修 
（災害対策） 
 

１．①病院の災害対策マニュアルと各病棟のマニュア
ルの連動と統一を図る目的で全病棟のマニュアルを
回収し現在調整中。次年度継続。 
②全職員対象の防災訓練を総務課、医療安全管理、
看護部業務管理委員会で協力し進めていく。 
２．８月７日～16日の８日間に全病棟の看護師を対象
にタイムスタディを実施し、集計。結果は適正人員
の配置及びシステムに反映することを目的に検討を
進めていく予定。 
３．看護師の新入職者を対象に災害発生時の心構えと
消火器の訓練を実施。初期消火が重要であるため消
火訓練を含めた研修を次年度も継続。 

２．看護実践委員会 １．看護手順・ケア基
準の見直し作成 

 
 
 
 
 
 
２．転倒転落アセスメン
ト用紙の運用の見直し 
３．アプリコット研修 
 
 

１．生命危機に直結する診療行為（呼吸・循環に関係
する行為）と、身体に挿入されたチューブに関する
行為に関する看護手順、ケア基準について作成し、
病院のリスクマネージメント委員会を通し検討中。 
　平成19年４月からの教育システムの変更に伴い、手
順の見直し、ケア基準の作成を新人看護師が行って
よい看護行為、水準１に該当する看護援助を優先し
て作成。 
２．転倒転落標準看護計画の見直しと作成。関連委員
会と連携をとり進めている。次年度継続。 
３．体位変換と移送の研修を実施。基本的看護技術の
１つであるため基礎教育で実施した内容の再確認も
含め行うことが必要である。次年度も継続。 

委員会 活動項目 評価（中間・年間） 



１．現任教育 １．看護部現任教育プロ

グラムⅠⅡの開催実施 

２．院内研究発表会の

開催 

 

 

 

 

 

３．新卒看護師教育体

制の確立。ANSSの

構築 

１．予定通り終了。限られた研修時間の中で効果的に

実施できるよう方法を変更。 

２．病院として取り組むことの重要性を示唆されてい

る現在、看護部のみで行なっていた研究発表会を院

内研究発表会へと拡大し２年目となる。研究開催テ

ーマは「リスクマネージメントへの取り組み」とし、

病院管理監督職会に参加しているメンバーと共同し

研究発表会で発表する方法をとった。互いの交流の

場になっている。次年度も継続。 

３．既存のプリセプターシステムからアプリコットナ

ースサポートシステムに、19年４月より教育体制を

変更。各病棟に教育担当者をおき、知識・技術を教

える看護師（メンター）、新卒看護師の生活面を指

導する看護師（エルダー）、を配置。そのため、そ

れぞれの役割に応じた教育研修を開催し、19年４月

入職の看護師受け入れに備えている。 

２．クリ二カルラダー クリ二カルラダー評価

とマネージメントラダ

ー評価の推進 

　看護職員を対象にクリ二カルラダーの評価を実施し

た。師長評価集計では78.4％の提出率であった。結果

は当院の看護師経験年数に相当した結果であった。マ

ネージメントラダー評価の師長評価については、面接

の際に活用。評価項目については、具体的に評価でき

るツールを検討。領域別ラダーの作成を含め次年度継

続。 

４．看護監査委員会 １．アプリコット研修実施 

２．リスク監査の実施 

１．アプリコット対象に「内服与薬」の研修を実施。 

２．①呼吸に関する医療看護行為後の安全チェック、

②口頭指示、③移送、④持参薬、について監査を実

施。また、実践監査として①胸空ドレーン、②行動

抑制、記録監査として①クリ二カルパスの監査を行

った。今後は調査結果をもとに部署へフィードバッ

クを行い、決められた方法で全部書が実践できるよ

うに支援する。 

５．感染防止推進委員

会 

１．監査項目の検討 

２．各ワーキングチー

ムに実態調査（標準

予防策、経路別予防

策、手洗い・速乾性

手指消毒剤・手洗い

実施率の向上、点滴

調整台の周辺の環境

改善、採血時の手袋

装着） 

１．東京都福祉保健局の院内感染予防対策マニュアル

と医療監視後の指導項目を参考に監査項目を作成し

た。それを基に自部署監査を部署のリンクナースが

実施。評価で70％に満たない項目は、手洗い、防護

具の使用方法等であった。部署へフィードバックし

全部署が実践できるように支援する。次年度はより

強化していく。 

２. 各ワーキングチームの実態調査は、ICTと連携を

図り、調査を行なった。衛生学的手洗い、標準予防

策について標準レベルの維持ができるように徹底し

て取り組むことを次年度に向け目標とする 

３．現任教育委員会 



１．記録 １．パンフレット・リ
ーフレットの整備 

２．記録の手順の見直
し 

１．術前パンフレットの標準化について検討をおこな
った。次年度継続。 
２．経過記録３を廃止し、経過記録１の改訂をおこな
った。次年度から使用開始を予定。変更したことで、
周知徹底を図る意味でも各部署にリンクナースを置
き記録の自己監査により継続した対応が必要である。 

２．クリティカルパス 院内クリティカルパス
委員会と連携を図り外
科領域のクリティカル
パス数を増加し使用率
を上げる 

　現在249種類のパスが作成され、その内運用されて
いるのは125種類である。今後は100％パスの活用がで
きるよう支援。 

７．退院支援委員会 １．リンクナースとし
ての役割を明確にし、
具体的な活動を推進
できる。 

２．リンクナースの時
間外研修の実施 

3．在宅療養支援マニ
ュアルの見直し 

１．各部署のディスチャージカンファレンスでは退院
支援に困難を来たしている患者のピックアップを行
い、早期にリハビリを行うことを医師へ提案したり、
社会資源の活用について連絡を早期にとるなどの行
動が出来るようになり退院支援に対する意識改革が
行えるようになった。また、事例検討を行うことで
共有、気づきが可能となった。今年度は、リソース
ナースやMSW、視能訓練士などさまざまな職種が
関わった事例について連携の重要性について確認で
き、次年度も継続。 
２．退院支援に関する勉強会を開催、延べ226名の看
護師が参加 
３．在宅酸素療法、在宅人工呼吸器、移送・移乗につ
いてマニュアルの修正をおこなった。退院計画スク
リーニングシートは使用状況の調査を行い、殆どの
部署で有効活用されておらず、活用しやすいスクリ
ーニングシートに変更する必要がある。次年度継続。 

８．リスクマネージメ
ント委員会 

１．院内安全管理体制
の周知徹底 

①指差呼称の周知徹底 
②気管カニューレ固定
方法 

③KYTの推進 
 
 
２．安全管理マニュア
ルの整備、配布 

３．現任教育プログラ
ム・リスクマネージ
メントの研修の実施 

９．看護支援システム
委員会 

１．開示に向けた記録
の実施 

 
 
 
２．看護関連集計機能
の構築 

①各部署の安全管理推進委員と連携し、年間４回の病
棟評価を実施。結果、第１回目：79．6％⇒４回目
80.6％への改善が見られた。４回目の調査では、患
者へ看護師が指差呼称を行なっているかの聞き取り
調査を加えて実施した。今後も継続していく。 
②気管カニューレの固定方法について調査を実施、職
員教育室との連携を行い100％できるように今後も
継続。 
③KYT実施率87.0％（全病棟平均）であった。合同会
議を通じて共有、病棟へフィードバックを行なった。 
２．医療事故防止マニュアルと安全実施マニュアルの
内容調整し、１冊にまとめる方向で調整中。 
３．研修プログラムステップⅠ～Ⅳは予定通り終了。 

１．記録委員会と看護実践委員会と連携を持ち検討を
行なった。結果、看護介入を行なうことで、解決さ
れると考えられる看護問題について、患者・家族・
関連職種へ誰にでも分り易い表現で示すことが可能
な記録が、実施できるよう今後も継続していく。 
２．CIMを通じて、①看護必要度の入力、②NST入力、
について説明を行なった。NST入力は100％実施で
きるよう働きかけていく。 

６．記録委員会 



10．リソースナース委

員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．年間活動計画に沿

い実施できる 

 

２．各領域別活動を円

滑に実施 

1）クリティカルケア

領域 

 

 

2） 感染ケア領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3）癌看護領域 

 

 

 

 

4）入退院支援領域 

 

 

 

 

 

5）WOC看護領域 

　特定の看護分野において熟練した看護技術と知識を

有する者をリソースナースとして位置づけている。構

成メンバーは、各領域別認定看護師14名（救急看護認

定看護師３名、重症集中ケア認定看護師３名、感染管

理認定看護師２名、がん化学療法認定看護師１名、

WOC認定看護師２名、糖尿病認定看護師２名、新生

児集中ケア認定看護師１名）と専門看護師２名（クリ

ティカルケア看護専門看護師）入退院支援看護師３名、

糖尿病療養指導士１名、HIVコーディネーター１名、

呼吸ケア支援看護師１名、IT・リサーチ支援看護師１

名の合計23名である。 

１．年間活動計画では、ホームページ作成、活動チー

ム図作成、院内研究発表会で活動報告を適宜行なっ

た。 

２．1）H18年８月～H19年１月呼吸器使用中の患者

155名中人工気道下で呼吸管理を行なっている115名

（気管切開92名、気管挿管23名）についてラウンド

を実施した。内容は、アラームの設定状況、気管カ

ニューレ固定ひもの結び方、チェックリスト使用状

況、看護計画立案状況を中心に評価、今後も継続。 

2）（1）ICT病棟ラウンド1回／月、NST病棟ラウン

ド1回／週実施。ICTリンクナースと協力し手洗い

講習会を全部署実施。結果、①手指衛生実施率43,0

％⇒59,8％に上昇、②防護具着用48,6％⇒70％へと

実践率を上げることができた。100％に向けて、今

後も継続。 

〔2〕HIVコーディネーターが関わったH18年度新規患

者数は７名（呼吸器・総合診）のべ52名であった。

診療報酬加算（ウイルス疾患指導料）が整備された

ため、専任医師や関連職種との協力を得、療養指導

での指導効果の評価を行い、定期受診を徹底し、看

護計画評価と共に継続。 

3）H18年10月から緩和ケアチームとし活動を開始、

回診数は250件／月実施した。病棟訪問を行い、病

棟看護師へケア実践に対し教育・指導・サポートを

実施。また、乳がん看護相談室での活動では16件の

相談をおこなった。 

4）入退院支援に関する各病棟からの相談件数は98件

であり、状況に応じ他職種との連携やカンファレン

スを持ちながら支援することができた。入退院に必

要な空床管理についても、入退院支援センターの構

想への介入を実施。ディスチャージナースの研修は

７回実施し207名の参加があった。今後も継続。 

5）①NSTとの連携により、褥瘡発生率を１％以下に

することが出来た。ストーマケアでは、退院時、外

来と病棟で継続したケアが実践できるよう連携を密

に行なった。 



Ⅲ．教育・研修の状況

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6）糖尿病看護領域 

 

 

 

 

 

 

 

 

7）緩和ケア 

褥瘡ハイリスク患者・褥瘡発生率の集計と発生要因の

分析 

発生率：４月1.79％、５月1.89％、６月1.4％、７月

1.18％、８月1.04％、９月1.22％、10月0.93％、11月

1.55％、12月1.65％、１月1.27％と発生率は減少。理

由は、高機能エアマットを導入し使用可能となった

こと、ハイリスクのアセスメントができるようにな

ったことが、褥瘡発生率の低下に繋がったと評価。 

　今後は、呼吸器疾患患者や経管栄養法によるギャ

ジアップでの褥瘡発生の予防についてNSTと連携を

強化していく。 

②失禁分野では前立腺全摘など骨盤低筋運動を病棟で

実施できるよう指導。 

6）職員教育室と共同し、生命危機に関わる診療行為

に関する研修会「インスリン注射」のワークショッ

プを開催。安全に実施できるよう今後も継続し教育

を行なっていく。 

　　糖尿病教室は、５～10名が参加。CDE外来は

SMBG関連の配布も含め500件／月の利用があり有

効活用されている。 

　　入退院基準を明確しクリニカルパスを活用しての

医師との連携について強化していく。 

7）H18年10月から緩和ケアチームの活動開始。利用

件数は10月で延べ250件／月であった。１日回診数

15名前後、依頼されていない患者とガン性疼痛コン

トロールが十分に行なわれていない患者の実態把握

が急務であり、今後も継続。 





医療接遇コミュニケー

ション 

１．自分を見つめる。①第１印象を良くする。②接遇の５原

則③１分間スピーチ（ビデオ撮影） 

２．相手を見つめる。①傾聴の方法②効果的な聴き方とは 

３．問題点の抽出と解決 

４．共感的理解について 

２コース 55名 

心電図コース １．心電図の誘導と成り立ち、解読のための基礎知識と急を

要する不整脈などその対応について。 

　①正常洞調律と不整脈の関係 

　②不整脈の読み方 

１コース 57名 

AED・BLSインストラ

クター養成研修　 

１．新規対象（各病棟） 

２．フォローアップ 

１．①BLS・AEDの知識と技術の基本が習得できる。 

　　②各病棟の急変時の看護が円滑に展開できる。 

２．①BLS・AEDの知識を修得し所属病棟において看護師へ

の教育ができる。 

　　②各病棟でインストラクターとしての役割が担える。 

 

 

１回 

２回  

 

 

11名 

23名 

医療機器使用中の患者

の看護 

１．呼吸・循環のフィジカルアセスメント 

２．生理的呼吸と人工呼吸の違い（人工気道を含む） 

３．人工呼吸器使用中の患者の観察ポイントと看護 

１回  53名 

転倒転落予防の看護 １．脳・神経のフィジカルアセスメント 

２．転倒転落予防の看護 

２回  70名 

糖代謝異常を持つ患者

の看護 

１．糖代謝異常をもつ患者の病態と治療について 

２．フィジカルアセスメント（糖代謝） 

３．糖代謝異常をもつ患者の看護 

２回  87名 

リスクマネージメント 

災害対策 

１．①災害発生時の対応について 

　　②煙の恐怖と震度の体感から病棟での対応について 

１回  53名 

リスクマネージメント 

感染対策　　　Ⅰ 

　　　　　　　Ⅱ 

　　　　　　　Ⅲ 

Ⅰ．標準予防策 

Ⅱ．①感染経路別感染対策について 

　　②職業感染防止策について 

　　③処置別感染防止策の実際 

 

４回 

３回 

OJT 

 

173名 

63名 

リスクマネージメント 

医療事故対策　Ⅰ 

　　　　　　　Ⅱ 

　　　　　　　Ⅲ 

　　　　　　　Ⅳ 

Ⅰ．①報告連絡相談の重要性 

　　②インシデントレポートの意義と書き方 

Ⅱ．①KYTの推進 

　　②苦情になりうる言動行動態度について 

　　③クレームにいたるリスク 

Ⅲ．現象に対しての分析の必要性と実際 

Ⅳ．チーム医療を円滑にするための自部署の取り組み 

 

４回 

２回 

２回 

１回 

 

178名 

41名 

32名 

13名 

リスクマネージメント 

医療事故対策　Ⅰ 

　　　　　　　Ⅱ 

　　　　　　　Ⅲ 

　　　　　　　Ⅳ 

Ⅰ．①報告連絡相談の重要性 

　　②インシデントレポートの意義と書き方 

Ⅱ．①KYTの推進 

　　②苦情になりうる言動行動態度について 

　　③クレームにいたるリスク 

Ⅲ．現象に対しての分析の必要性と実際 

Ⅳ．チーム医療を円滑にするための自部署の取り組み 

 

４回 

２回 

２回 

１回 

 

178名 

41名 

32名 

13名 

研修項目 回数 研修の概要 受講者数 



看護倫理　　　　Ⅰ 

　　　　　　　　Ⅱ 

　　　　　　　　Ⅲ 

Ⅰ．①看護者の倫理綱領（日本看護協会） 

　　②倫理に基づいた行動とは 

　　③法的責任について 

Ⅱ．①倫理的意思決定のプロセス 

　　②患者の価値観を理解した援助について 

Ⅲ．①倫理的意思決定が必要な場面で対象の意思決定を考え

ることができる。 

　　②価値の優先順位について 

４回 

２回 

１回 

180名 

49名 

25名 

教育と指導　　　Ⅰ 

　　　　　　　　Ⅱ 

　　　　　　　　Ⅲ 

Ⅰ．①教育指導とは何かがわかる。 

Ⅱ．①臨床における教育的関わりについて 

　　②教育評価の意義 

　　③臨床の場における評価のあり方 

Ⅲ．①指導案の立案 

３回 

１回 

１回 

64名 

43名 

53名 

研究方法と実践　Ⅰ 

　　　　　　　　Ⅱ 

　　　　　　　　Ⅲ 

　　　　　　　　Ⅳ 

Ⅰ．①研究をおこなう事の意義 

　　②研究のプロセス 

　　③文献検索の意義と活用方法について 

　　④研究における倫理的配慮 

Ⅱ．①テーマの絞り込み 

　　②研究計画書の作成 

Ⅲ．①論文の作成過程とその方法 

　　②プレゼンテーションの種類と方法 

３回 

１回 

１回 

OJT

82名 

18名 

11名 

研究方法と実践　Ⅰ 

　　　　　　　　Ⅱ 

　　　　　　　　Ⅲ 

　　　　　　　　Ⅳ 

Ⅰ．①研究をおこなう事の意義 

　　②研究のプロセス 

　　③文献検索の意義と活用方法について 

　　④研究における倫理的配慮 

Ⅱ．①テーマの絞り込み 

　　②研究計画書の作成 

Ⅲ．①論文の作成過程とその方法 

　　②プレゼンテーションの種類と方法 

３回 

１回 

１回 

OJT

82名 

18名 

11名 

看護管理　　　　Ⅰ 

　　　　　　　　Ⅱ 

　　　　　　　　Ⅲ 

Ⅰ．①看護管理とは 

　　②組織の中で自己の役割について 

　　③目標管理 

Ⅱ．①リーダーシップマネージメント 

　　②組織の仕組みと機能　　　　 

Ⅲ．①キャリア開発　②マネージメントプロセス 

　　②病院運営への参画 

３回 

２回 

１回 

100名 

44名 

11名 

講演会 １回目 

特別講演 「医療現場における看護師のコミュニケーション」 

―杏林大学医学部付属病院看護師の発話データ分析から－ 

　　講師：法政大学社会学部教授　原田悦子先生 

２回目 

特別講演 「指差呼称が何故有効なのか」 

　　講師：社会経済研究所ヒユーマンファクター研究センター 

　　　　　佐相邦英先生 

３回目 

トピックス「2007年・杏林大学病院看護部　新卒看護師教育

システム」現任教育委員会・リソースナース委員会・看護部 

３回開催 １回目 

125名 

 

 

２回目 

63名 

 

 

３回目 

176名 



院内研究発表会　 

計３回 

「各部署でのリスクマネージメントの取り組み過程」 ６月 

10月 

２月  

242名 

126名 

176名 

プログラムⅡ：「経験年数別研修・役割別研修」 

「経験年数別研修」 

新採用者オリエンテー

ション 

　全体・看護部 

杏林大学医学部付属病院の看護職員としての役割を学び円滑

に職場に適応できる。 

各２日 262名 

新採用者・入職時研修 ①基本的看護技術の知識の確認 

②看護技術の演習 

10日間 262名 

３ヶ月後フォローアッ

プ研修 

（新卒看護師が参加対象） 

「府中の森芸術劇場」ふるさとホールにて 

①講演「あなたもなれるオンリーワンスタッフ」 

　　講師　望月智行　 

②グループ討議（各班）「杏林学園に入職して感じたこと」 

１回 221名 

２年目研修 

 

 

 

 

３年目研修７回 

①「換算確認テスト」 

②看護基本技術自己評価表の記載 

③医療安全について 

④「保健師・助産師・看護師行政処分」の考え方について 

⑤看護倫理「倫理綱領」　 

①医療安全の観点から 

②より良いチームワークを保ち、業務が円滑に実施できるた

めのリーダーシップについて 

③教育体制の変更について 

７回 

 

 

 

 

４回 

197名 

 

 

 

 

135名 

４年目研修 ①グループワーク「インシデント事例をもとにディスカッシ

ョン」 

②緊急時の指示受けについて 

③臨床倫理について 

５回 

 

98名 

 

 

５年目研修 ①グループワーク「インシデント事例をもとにディスカッシ

ョン」 

②緊急時の指示受けについて 

③チーム医療とは 

④リスク共有コミュニケーション 

⑤臨床倫理について 

２回 

 

52名 

 

研修項目 回数 研修の概要 受講者数 



「役割別研修」 

ANSS（アプリコットナ

ースサポートシステム） 

教育システム概要 

１．教育担当者研修 

２．メンター研修 

 

 

 

 

 

３．エルダー研修 

 

 

 

 

 

４．知識・技術を踏ま

えた指導の方法につ

いての研修  

 

 

１．２．①新卒看護師教育システムと教育担当者の役割につ

いて 

②伝達講習「東京都看護協会「教育臨床管理者交流会・

新人看護師育成環境を探る」 

③現代の学生の特徴・看護基礎教育での教育内容につい

て 

　　④効果的な関わりについて 

　　⑤指導場面を設定し効果的な指導内容や指導方法を検討 

３．①新卒看護師教育システムと教育担当者の役割について 

②伝達講習「東京都看護協会「教育臨床管理者交流会・

新人看護師育成環境を探る」 

③現代の学生の特徴・看護基礎教育での教育内容につい

て 

　　④エルダーの役割について 

４．①新卒看護師に多いインシデント・アクシデントとそれ

を踏まえた指導のポイント 

　　②呼吸の生理とフィジカルアセスメント 

　　③呼吸・循環チェックリストの実践での活用方法 

 

 

6回 

2回 

 

 

 

 

 

 

3回 

 

 

 

 

 

16回 

 

 

37名／回 

74名／回 

 

 

 

 

 

 

111名／回 

 

 

 

 

 

482名 

現任教育担当者研修 継続教育と現任教育プログラム 

－成人学習者の特性を知り、継続教育の企画運営に役立てる－ 

１回 18名 

昇任者オリエンテーシ

ョン 

①役割拡大役割移行に伴う役割認識を持つことができる 

②職位による義務権限責任について理解することができる 

③各部署において役割遂行を実践するための支援を理解する

４回 56名 

院内看護単位研修 他の看護単位における看護の実践を体験しそれまでの自分の

看護についての考え方や技術の幅を広げる。 

134回 134名 

看護管理職者 テーマ「看護師の離職防止・定着促進を図る」 ６回 41名 

研修項目 回数 研修内容 受講者数 

職場復帰研修 １．病院・看護部の方針、目標 

２．看護者の倫理綱領 

３．リスクマネージメント 

４．BLS・AED

４回 36回 

研修項目 回数 研修内容 受講者数 

「職場復帰プログラム」 

　このプログラムは、中途採用者及び、産休・育休などで休暇取得後の復職看護師を対象に研修を企画して

いる。 

「リソースナース養成コース」　　これは当院独自の位置づけであり、活動である。 

　現在、リソースナースとして活動している領域及び認定看護師等について以下に示す。 



リソースナース委員会活動チーム 
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クリティカルケア 
領域 

感染ケア 
領域 

がん看護 
領域 

WOC看護 
領域 

糖尿病 
看護領域 

入退院支援 
領域 

IT・リサーチ 
領域 

認知症高 
齢者看護 
領域 

リソースナース委員会 

１．NSTリンクナース養成研修 

２．褥瘡対策委員リンクナース研修 

３．感染対策推進委員リンクナース研修 

４．緩和ケアリンクナース研修 

５．退院支援ナース研修 

６．AED・BLSインストラクター養成研修  

８回／年 

５回／年 

11回／年 

６回／年 

７回／年 

３回／年 

336名 

472名 

440名 

240名 

207名 

34名 

研修項目 回数 受講者数 



Ⅳ．研究（院内・外）・研究論文



１．患者動向

２．疾患別分類

3）高度救命救急センター
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高度救命救急センター患者動向 

CPA 20％ 

C P A  

循 環 器 系  

呼 吸 器 系  

脳 神 経 系  

消 化 器 系  

泌 尿 器 系  

熱 傷  

外 傷  

薬 物 中 毒  

そ の 他  

　 計 　  

359名 

395名 

90名 

303名 

79名 

9名 

41名 

271名 

192名 

106名 

1,845名 

患者内訳 

循環器系 22％ 

呼吸器系 5％ 脳神経系 16％ 

消化器系 4％ 
泌尿器系 0％ 
熱傷 2％ 

外傷 15％ 

薬物中毒 10％ 

その他 6％ 

疾患別分類 



３．手術件数

手術内容内訳 

外傷手術　30％ 

開頭　32％ 

開胸　5％ 

血管系　25％ 

植皮　8％ 



4）熱傷センター
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１．臓器・組織移植センターの役割

２．組織移植センターの活動について

３．臓器・組織移植センターと教育

４．日本組織移植学会の事務局として

５．日本熱傷学会への貢献（スキンバンク講習会）

６．啓発活動

5）臓器・組織移植センター



救命救急センター　～1・2次診療部門

はじめに

図１　新救急患者対応システムによる診療体制

6）救急初期診療チーム
（advanced triage team; ATT）

TCCT

Critical

Emergency

Lower acuity

ATT

Emergency  Department

ATT:Advanced Triage Team TCCT:Trauma & Critical Care Team



表１　ATT稼動前と稼動後の１・２次救急外来受診患者数の比較

１．診療体制について

２．業務内容について

３．教育について

４．地域への貢献について

５．将来展望

患 者 数  

救急車搬送患者数 

ス ト ッ プ 時 間  

ATT稼働前 
【平成17年５月８日～平成18年５月７日】 

合計  2,774人／１日平均  7.6人 

１日平均　５時間52分 

内　科 

合計 

11,686

1日平均 

32.1

外　科 

合計 

1,750

1日平均 

4.8

ATT稼働後 
【平成18年５月８日～平成19年５月７日】 

合計  3,511人／１日平均  9.6人 

１日平均　２時間35分 

内　科 

合計 

13,604

1日平均 

37.4

外　科 

合計 

1,662

1日平均 

4.6
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剖検症例における標本作製（2006年） 

検体の種別による標本作製業務内容の年次推移 

１月 

２月 

３月 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

合計 

2 

7 

10 

10 

9 

3 

2 

5 

8 

11 

7 

7 

112

剖検数 

82 

304 

406 

439 

449 

164 

114 

224 

380 

506 

342 

301 

5,112

ブロック数 

889 

651 

482 

125 

1,208 

940 

340 

609 

272 

720 

563 

482 

4,103

組織化学 

30 

12 

25 

0 

62 

24 

0 

41 

68 

28 

43 

0 

770

免疫染色 

1992 

1993 

1994 

1995 

1996 

1997 

1998 

1999 

2000 

2001 

2002 

2003 

2004 

2005 

2006

5,795 

5,849 

6,691 

7,350 

7,533 

7,343 

7,585 

7,509 

7,617 

7,918 

8,108 

8,775 

8,809 

8,021 

8,234

12,526 

12,843 

14,050 

13,918 

14,522 

14,727 

14,804 

14,788 

14,572 

15,139 

15,845 

16,994 

16,311 

13,357 

12,174

234 

223 

259 

280 

384 

370 

342 

337 

329 

372 

388 

398 

481 

486 

541

211 

298 

298 

258 

403 

528 

503 

362 

491 

562 

636 

858 

904 

957 

788

21,643 

23,240 

25,452 

29,977 

33,913 

31,673 

32,107 

27,761 

28,888 

31,503 

32,742 

38,156 

38,699 

35,705 

34,959

 

5,358 

6,532 

10,106 

11,426 

12,611 

10,841 

10,637 

11,479 

11,978 

13,786 

14,512 

17,087 

17,291 

79,522

 

2,286 

2,337 

2,319 

2,954 

4,408 

4,362 

2,623 

3,386 

3,540 

3,499 

5,831 

6,812 

10,490 

7,305

139 

149 

137 

145 

98 

129 

108 

90 

80 

72 

80 

88 

107 

112 

81

 

 

 

4,111 

2,826 

4,436 

4,559 

3,683 

3,267 

3,310 

2,785 

5,123 

4,503 

5,112 

3,711

 

 

 

2,670 

2,474 

4,477 

3,705 

3,754 

2,819 

2,891 

2,281 

4,717 

4,473 

4,103 

7,281

 

 

 

127 

141 

381 

382 

609 

274 

186 

109 

563 
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770 

333

組織診 
（件数） 

細胞診 
（件数） 

迅速診 
（件数） 

免疫染色 
（件数） 

組織診材料 剖　　検 

ブロック数 組織化学 免疫染色 症例数 ブロック数 組織化学 免疫染色 



１．基本理念

２．組織および構成員

３．特色と課題（臨床サービスの徹底）

14）検査部





４．医療安全

５．業務改善

６．検査実績

７．機器の整備

８．年度目標と達成評価



生 化 学  

免 疫 ・ 血 清  

血 液  

一 般  

細 菌  

　 救 　 急 　 計 　  

内　　訳　（平日） 

　　　　　（準夜） 

　　　　　（深夜） 

　　　　　（休日） 

　 生 理 検 査 計 　  

内　　訳（呼吸器） 

　　　　（循環器） 

　　　　（脳　波） 

　　　　（超音波） 

外 来 検 査 ／ 採 血  

輸 血 検 査 : 計   

抹 消 血 幹 細 胞 輸 血  

院 内 検 査 総 計  

外 注 検 査  

総 検 査 件 数  

21,708 

2,024 

4,414 

2,367 

3,718 

137,003 

114,853 

12,260 

6,524 

3,366 

884 

0 

24 

26 

834

検　査　室 救命救急センター 

908,661 

40,904 

185,977 

39,324 

23,369 

419,524 

419,159 

253 

77 

35 

21,233 

1,967 

12,379 

1,212 

5,675 

 

入院 

1,004,598 

171,750 

153,317 

57,872 

8,228 

588,270 

587,709 

335 

154 

72 

56,774 

13,037 

23,025 

2,178 

18,534 

96,759 

 

外来 

1,935,046 

214,687 

343,713 

99,563 

35,315 

1,144,797 

1,121,721 

12,848 

6,755 

3,473 

79,007 

15,004 

35,428 

3,416 

25,043 

96,759 

37,106 

13 

3,986,006 

149,839 

4,135,845

合計 

表１．平成18年度臨床検査件数（200６年4／1～200７年3／31） 

表２．検査部導入機器　平成18年12月31日現在 

No 

１ 

２ 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9

　 室 　 名 　  

外 来 検 査 室  

輸 血 検 査 室  

輸 血 検 査 室  

輸 血 検 査 室  

輸 血 検 査 室  

血 液 検 査 室  

微 生 物  

呼吸機能検査室 

循環機能検査室 

迅速検査システム 

血液・試薬保存庫 

凍結バック自動解凍器 

ヘモクイック 

血小板保存システム 

微量分光光度計 

バイオハザード対策用　安全キャビネット 

呼吸機能検査装置 

デジタルホルター記録器 

ADAMS  K4500  日立7180 

BS－3NA 

P－40 

ME－AC185 

ECC－40 

80-2114-98 

SCV－1606 

システム21 

FM－120

フルフレッサ 

荏原 

川澄化学 

テルモ 

荏原 

アマシャム 

日立空調システム 

ミナト医科学 

フクダ電子 

数量 

1式 

1台 

1台 

1台 

1式 

1台 

1式 

1式 

3台 

備考 

新規 

更新 

新規 

新規 

新規 

新規 

新規 

更新 

更新 

メーカー 規　格 品　　名 



１．理念および目的

２．運営と現況

３．学生および研修医教育の現況と問題点

４．今後について

15）内視鏡室

上部消化管検査 

下部消化管検査 

E R C P  

E U S  

気 管 支 鏡  

腹 腔 鏡  

5,742件 

2,314件 

370件 

98件 

323件 

36件 

実績（18年４月１日～19年３月31日） 

表１．診　　断 

 

　 

表２．治　　療 

 Ｅ Ｍ Ｒ（上部） 

　 　 　（下部） 

Ｅ Ｓ Ｄ（上部） 

レーザー癌治療  

A P C 癌 治 療  

その他の癌治療  

E S T  

ス テ ン ト 挿 入  

総胆管結石砕石  

上 部 止 血  

食道静脈瘤治療  

異 物 除 去  

食 道 狭 窄 拡 張  

E P B D

39件 

351件 

10件 

0件 

6件 

0件 

91件 

53件 

10件 

72件 

65件 

17件 

16件 

0件 



１．理念及び目的

２．組織及び構成員

３．到達目標と達成評価

16）医療器材滅菌室



１．理念及び目的

２．組織及び構成員

３．到達目標と達成評価

17）臨床工学室



平成18年度　中央管理医療機器の動向

輸液ポンプ 

シリンジポンプ 

１・２病棟用ＥＣＧモニタ 

３病棟・外来用ＥＣＧモニタ 

移動用ＥＣＧモニタ 

有線式ＥＣＧモニタ 

人工呼吸器 

ＮＩＰＰＶ 

移動用人工呼吸器 

エアマット 

エアマット（波動型） 

クリーンルーム 

超音波ネブライザ 

バイブレーションボード 

サチュレーションモニタ 

サチュレーションモニタ（携帯型） 

ベッドセンサ 

マットセンサ 

加温棒 

間歇式持続吸引器 

持続吸引器 

吸引器 

足踏式吸引器 

経管栄養ポンプ 

酸素二又配管 

酸素スタンド 

酸素テント 

酸素濃度計 

自動血圧計 

除細動器 

深部静脈血栓予防装置 

清拭車 

洗髪車 

超音波血流計 

電気メス 

十二誘導心電計 

ＭＥ機器名称 保有台数 

404 

206 

18 

14 

5 

6 

72 

6 

7 

19 

5 

4 

66 

7 

144 

50 

24 

28 

21 

22 

3 

10 

20 

6 

60 

4 

3 

30 

20 

55 

72 

5 

3 

29 

5 

33 

1,467

貸出件数 

5,387 

2,574 

576 

501 

32 

55 

213 

84 

99 

125 

35 

33 

1,638 

2 

1,402 

113 

200 

298 

43 

264 

18 

52 

24 

6 

44 

3 

30 

65 

368 

82 

472 

19 

2 

99 

50 

77 

15,085

点検件数 

4,982 

2,319 

535 

486 

26 

49 

163 

81 

90 

100 

28 

31 

1,552 

1 

1,193 

52 

191 

285 

29 

240 

17 

44 

6 

6 

36 

2 

29 

18 

352 

28 

403 

15 

2 

76 

47 

41 

13,555合　　計 



１．目　　標

２．組織、構成

３．業務実績

４．安全性

18）放射線部

診 断 部  

治 療 部  

 

外 来 棟    
  

  

治 療 ・ 核 医 学 棟   

第 3 病 棟   
  

 

高度救急救命センター   
  

  

治 療 ・ 核 医 学 棟   

一般撮影室    

CT検査室    

MRI検査室    

血管撮影室    

核医学検査室    

第３病棟　一般撮影室    

第３病棟　CT検査室    

高度救急救命センター　一般撮影室    

高度救急救命センター　X線TV室    

高度救急救命センター　CT検査室    

高度救急救命センター　血管撮影室    

放射線治療室   



５．業務改善

６．放射線教育への貢献

７．自己点検と評価



　 放射線診断装置 

X線TV透視撮影装置 4 台 

骨撮影装置 3 台 

セル骨密度測定装置 1 台 

X線断層撮影装置 1 台 

胸部．腹部撮影装置 3 台 

乳房撮影装置 1 台 

間接撮影装置 1 台 

パノラマ撮影装置 1 台 

頭部撮影装置 1 台 

尿路撮影装置 1 台 

産婦人科用撮影装置 1 台 

病棟用ポータブル撮影装置 13 台 

血管撮影装置 4 台 

手術用透視撮影装置 4 台 

X線CT  5 台 

MRI装置 3 台 

核医学シンチカメラ 4 台 

   

　 放射線治療装置 

直線加速器 2 台 

後充填治療装置 1 台 

治療計画線量計画システム 1 台 

放射線治療位置決め装置 1 台 

X線CT 1 台 

別表　１　　装置一覧 



 検　　査 部　　位 件　数 

 胸部 52,801 

  腹部 26,592 

  頭部 3,806 

  脊柱 9,311 

単純X線検査  四肢 16,548 

  骨盤 5,649 

  肩鎖 2,255 

  肋骨 939 

  副鼻腔 345 

乳房
 マンモグラフィー 2,156 

  マンモ生検 18 

ポータブル 胸、腹、その他 42,296 

 胸、腹、その他 4,616 

手術室
  透視 1,684 

  2D/3D・ナビゲーション 86 

  血管撮影 44 

 骨 63 

断層撮影 その他 0 

  パノラマ 725 

 心臓大血管 1,881 

血管撮影
  脳血管 908 

  腹部、四肢 508 

  IVR  1,652 

 消化管 2,291 

透視撮影
 ミエログラフィー 247 

  内視鏡 681 

  その他 1,260 

尿路撮影   1,767 

子宮卵管造影   46 

骨盤計測撮影   37 

骨塩定量   　　　　　　　　　　　1,281 

CT
  頭頸部 14,635 

  体幹部四肢その他 21,045 

MRI
  中枢神経系及び頭頚部 10,231 

  体幹部四肢その他 5,202 

 骨 1,905 

  腫瘍 359 

核医学検査
  脳血流 775 

  心筋 1,030 

  心血管 9 

  その他 317 

 脳 30 

  頭頚部 66 

  乳房 52 

  泌尿器 49 

  女性生殖器 53 

放射線治療外部照射
  肺 97 

  食道 29 

  骨 4 

  腹部 29 

  皮膚 10 

  造血臓器 18 

  その他 18 

 頭頚部 0 

腔内照射  子宮 14 

  食道 1 

組織内照射 前立腺 13

別表　２　　平成18年度放射線科診療件数 



１．目　　　的

２．運営と現況

３．学生および研修医教育の現況と問題点

４．将来への展望

19）手術部



第 1 外 科  

第 2 外 科  

心 臓 血 管 外 科  

形 成 外 科  

小 児 外 科  

脳 神 経 外 科  

整 形 外 科  

泌 尿 器 科  

眼 科  

耳 鼻 咽 喉 科  

産 科  

婦 人 科  

皮 膚 科  

救 急 医 学  

顎 口 腔 科  

第 1 内 科  

第 2 内 科  

第 3 内 科  

小 児 科  

精 神 科  

麻 酔 科  

小 計     

合 計   

平成15年度 

中央 外来 

752 

390 

340 

345 

277 

316 

739 

472 

943 

221 

193 

252 

69 

88 

0 

7 

0 

47 

1 

7 

1 

5,460

14 

51 

0 

465 

0 

0 

21 

2 

913 

12 

0 

0 

32 

0 

0 

1 

0 

1 

0 

0 

0 

1,512

6,972

平成16年度 

中央 外来 

811 

404 

326 

483 

275 

264 

685 

499 

269 

291 

242 

272 

38 

91 

0 

7 

3 

111 

0 

0 

1 

5,072

3 

48 

1 

438 

0 

0 

17 

5 

2,106 

12 

0 

0 

16 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

2,647

7,719

平成17年度 

中央 外来 

842 

334 

356 

687 

285 

312 

731 

515 

164 

302 

267 

388 

42 

82 

0 

7 

7 

153 

0 

0 

0 

5,474

7 

66 

0 

465 

1 

0 

7 

0 

2,504 

17 

0 

0 

6 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

3,074

8,548

平成18年度 

中央 外来 

902 

389 

457 

802 

307 

403 

789 

660 

150 

389 

334 

380 

122 

72 

8 

3 

1 

125 

1 

20 

0 

6,314

1 

61 

0 

456 

0 

0 

6 

0 

2,497 

10 

0 

0 

4 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

3,035

9,349



１．リハビリテーション室の役割

２．リハビリテーション室の概要

３．診療対象

４．診療実績の動向

５．医師・療法士の教育および研究活動

20）リハビリテーション室



６．自己点検



沿　　革

１．理　　念

２．目　　標

３．職員構成

４．業務内容

21）診療情報管理室



５．診療情報管理委員会

６．診療記録開示事務局

７．診療記録の管理形態

８．事務室、保管庫の面積



９．実習生受け入れ

10．評価・点検

11．参考資料



１．院内約束食事箋

２．栄養指導

３．チーム医療

４．食事と栄養指導の実施状況

22）栄養科



５．今後の課題



１．理念と目的

２．調剤業務

３．高度救命救急センター調剤室

４．注射薬調剤・医薬品管理業務

５．医薬品情報業務

23）薬剤部



６．製剤業務

７．ＩＶＨ調製業務

８．薬剤管理指導業務

９．中央病棟ICU・OPE薬局



10．外来化学療法室

11．入院化学療法調製室

12．平成18年度処方箋枚数

13．自己点検、評価





１．機　　能

２．目　　標

３．組織及び構成

４．業務内容

５．平成18年度 相談活動件数

24）医療福祉相談室

診 療 科  

１ 内  

２ 内  

３ 内  

高 齢 医 学  

小 児  

精 神  

１ 外  

２ 外  

件　数 診 療 科  

心 臓 血 管 外  

整 形 外  

形 成 外  

脳 神 経 外  

小 児 外  

産 婦 人  

　 眼 　  

耳 鼻 咽 喉  

件　数 診 療 科  

皮 膚  

泌 尿 器  

放 射 線  

麻 酔  

Ｔ Ｃ Ｃ  

I C U  

そ の 他  

　 計 　  

件　数 

6,404 

1,941 

2,066 

2,856 

2,050 

1,019 

1,995 

1,454

1,124 

957 

497 

7,379 

52 

564 

239 

386

295 

597 

　1 

54 

2,802 

2 

174 

34,932

前年度比　＋4,547件 



６．対外的活動

７．自己点検・評価

面　　接 

6,983

電　　話 

26,812

訪　　問 

80

文　　書 

1,009

クライアント処遇会議 

48

計 

34,932

医　　師 

966

看護師 

270

その他職員 

135

他機関 

147

患　　者 

102

家　　族 

197

計 

1,733

区   分 

受 診 援 助   

入 院 援 助   

退 院 援 助   

療 養 上 の 問 題 援 助  

経 済 問 題 援 助  

就 労 問 題 援 助  

件　　数 

566 

572 

25,582 

3,223 

2,633 

40

区   分 

住 宅 問 題 援 助   

教 育 問 題 援 助   

家 族 問 題 援 助   

日 常 生 活 援 助   

心 理 ・ 情 緒 的 援 助  

医 療 に おける人権擁護  

件　　数 

12 

179 

924 

348 

481 

372

新　　　規 1,733 再　　　来 33,199 計 34,932





１．目　　的

２．役割と機能

３．活動内容

４．平成18年度在宅療養指導・相談件数

５．自己点検・評価

25）在宅療養指導室

在 宅 療 養 指 導 内 容  

H I V 患 者 看 護 相 談  

中心静脈栄養法指導・管理 

創 傷 管 理  

件 

166 

29 

21 

 

在 宅 療 養 指 導 内 容  

腸 瘻 管 理  

在 宅 酸 素 療 法 指 導 ・ 管 理  

在 宅 療 養 相 談 ・ 調 整  

件 

2 

1 

153



１．目　　的

２．役　　割

３．活動内容

４．平成18年度 活動状況

26）訪問看護室

悪性新生物 
66人 

先天性奇形及び 
染色体異常　7人 

未熟児　8人 

消化器系　5人 

循環器系　3人 
脳神経系　3人 
血液・造血器　3人 

呼吸器系　2人 
難病　1人 皮膚疾患　1人 

筋骨格系及び 
結合組織の疾患　1人 
腎泌尿器系　1人 

利用者の主な疾患状況 



５．自己点検・評価

あり 
80人（81％） 

なし 
19人（19％） 

医療処置の有無 
処 置 内 容  

在 宅 中 心 静 脈 栄 養 法  

在 宅 酸 素 療 法  

疼 痛 コ ン ト ロ ー ル  

ス ト ー マ 管 理  

吸 引  

経 管 栄 養  

創 処 置  

吸 入  

ろ う 孔 管 理  

件数 

26 

16 

16 

12 

10 

7 

6 

5 

4

処 置 内 容  

点 滴 ・ 注 射  

排 便 コ ン ト ロ ー ル  

Ｐ Ｔ Ｃ Ｄ  

自 己 注 射  

自 己 血 糖 測 定  

バルーンカテーテル管理 

褥 瘡 処 置  

胃 管 管 理  

そ の 他  

件数 

4 

4 

3 

2 

2 

2 

2 

2 

4

神経内科 

血液内科 

循環器内科 

呼吸器内科 

消化器内科 

消化器外科 

呼吸器外科 

乳腺外科 

心臓血管外科 

脳外科 

形成外科 

腎泌尿器科 

整形外科 

耳鼻咽喉科 

皮膚科 

小児科 

小児外科 

1 

3 

2 

5 

3 

44 

11 

5 

1 

2 

2 

2 

1 

1 

1 

14 

1



１．理念と目的

２．臨床試験管理室の業務内容

３．職員構成（平成18年４月１日現在）

27）臨床試験管理室



４．18年度新規治験契約件数　11件　（契約症例数　66症例）

５．自己点検・評価



１．機能・目的

２．業務内容

３．職員構成（地域医療連携係）

28）地域医療連携室



４．平成18年度取扱件数

５．自己点検・評価

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

１月 

２月 

３月 

計 

　　　　　１，７９３ 

　　　　　１，８８８ 

　　　　　２，１２７ 

　　　　　２，０５６ 

　　　　　１，９７９ 

　　　　　１，９９０ 

　　　　　２，０６６ 

　　　　　１，９５８ 

　　　　　１，８８７ 

１，７９１ 

　　　　　１，９３０ 

　　　　　２，０73 

　　　　２３，５38

紹介状持参患者数 

　　　　　７１７ 

　　　　　７４３ 

　　　　　８８７ 

　　　　　８５１ 

　　　　　７３7 

　　　　　８３２ 

　　　　　８３８ 

　　　　　７３３ 

　　　　　６４３ 

　　　　　８２０ 

　　　　　８０３ 

　　　　　９１５ 

　　　９，５１9

他医療機関から直接 
ＦＡＸ予約依頼件数 

　　　　　　　４８４ 

　　　　　　　５２８ 

　　　　　　　６１４ 

　　　　　　　６４５ 

　　　　　　　５５０ 

　　　　　　　５１７ 

　　　　　　　５８４ 

　　　　　　　５３９ 

　　　　　　　４８２ 

　　　　　　　４６２ 

　　　　　　　５１６ 

　　　　　　　５４６ 

　　　　　６，４６７ 

紹介状持参患者数の内の 
初診窓口扱い患者数 

４月 

５月 

６月 

７月 

８月 

９月 

10月 

11月 

12月 

１月 

２月 

３月 

計 

　　　　　　１３ 

　　　　　　１６ 

　　　　　　１８ 

　　　　　　１５ 

　　　　　　２２ 

　　　　　　１３ 

　　　　　　１１ 

　　　　　　１２ 

　　　　　　２１ 

１８ 

　　　　　　１８ 

　　　　　　１６ 

　　　　　１９３ 

問合わせ件数 

　　　　　　４ 

　　　　　　４ 

　　　　　　３ 

　　　　　　４ 

　　　　　　４ 

　　　　　　１ 

　　　　　　５ 

　　　　　　１ 

　　　　　　４ 

　　　　　　５ 

　　　　　　６ 

　　　　　　１ 

　　　　　４２ 

申込書提出件数 

　　　　　　　　６ 

　　　　　　　　４ 

　　　　　　　　４ 

　　　　　　　　３ 

　　　　　　　　４ 

　　　　　　　　２ 

　　　　　　　　４ 

　　　　　　　　２ 

　　　　　　　　２ 

　　　　　　　　２ 

　　　　　　　　４ 

　　　　　　　　４ 

　　　　　　　４１ 

面談実施件数 





１．組　　織

２．平成18年度リスクマネージメント委員会での改善事例

３．活動状況・業績

29）医療安全管理室

・与薬業務の見直しＷＧの設置について 
・せん妄・抑制等の実施の患者管理、方法ＷＧ設置について 
・インシデントレポートからの報告 
・説明書の検討（手術時の輸血・アルブミン投与についての説明書） 

・入院患者の診療について（提案） 
・インシデントレポートの取り扱いと、部署別安全管理者及び専任リスクマネージャーの任
務について 

・インシデントレポートの取り扱いと、部署別安全管理者及び専任リスクマネージャーの任
務について 

・臨地実習における説明書の運用の報告書について 

・持続加圧バッグのヘパリン混注量の統一について 
・安全な輸液管理のポイント 
・医療安全のための検査出棟・帰棟マニュアルの検討 
・呼吸に関する医療看護行為後の安全チェックシートの運用について 
・医学部学生の実習時の同意書取得について 
・人工呼吸器の故障発生時の対応マニュアル（案）の検討 

1  ４月４日（火） 

2 ４月24日（火） 

3  ５月22日（火） 

4  ６月26日（月） 

開 催 日 時 主　な　内　容 



・インシデントレポートの取扱い（案）の検討 
・中心静脈カテーテル挿入に関する検討ワーキンググループ設置について 
・医療安全のための検査出棟・帰棟マニュアル 
・外来患者様用説明書の改訂について 
・コーケンネオブレス複管タイプの使用中止について 
・安全な輸液管理のポイントについて（案） 
・立位浣腸禁止について（案） 

・血液型・Ｔ＆Ｓ検査の必要な処置・検査 
・輸血マニュアルの改訂について 
・平成18年度医療監視：医療安全に関する指摘事項と対応・改善策（案） 
・転倒・転落患者防止に関する取り組みについて 

・せん妄患者・抑制等実施患者の管理・方法に関するマニュアル（案）の検討 
・向精神薬・毒薬搬送の取り決め 
・転倒・転落事故防止のための運用ルール 
・与薬業務の改善案 

・転倒・転落事故防止のための運用ルール（案） 
・高気圧酸素療法の説明書の検討 

・外来採血室の乳児採血の取り決め（案） 
・緊急入院時の患者連絡票、主治医不在時の患者連絡票の運用（案） 

・杏林大学病院呼吸ケアガイドライン（案） 
・胸腔ドレーンに関する簡易マニュアル 
・患者連絡票の検討 
・緊急時のＯ型輸血を含む異型輸血の説明書 

・口頭指示手順（案） 
・倍量処方禁止の報告 

・ＣＶＣ挿入・管理マニュアル（案） 
・口頭指示手順（改訂案） 
・夜間・休日等の医師呼び出し連絡表作成（案） 
・患者掲示板の活用による患者情報の連絡について 
・技師による脳波負荷実施の取り決め検討 
・看護師採血の依頼方法の変更 
・医療事故発生報告書から（内服薬の自己管理、看護師における静脈注射の検討） 
・医療安全管理マニュアル構成の検討 

・ＩＶＨ製剤の患者ラベル表記内容の変更について（案） 
・他科受診依頼票の変更について（案） 
・患者を中心とした、安全で安心な医療・質の高い医療提供体制再整備計画（案） 
・外来診療時に発生した事例に関する緊急対策について 

５ ７月24日（月） 

６ ８月28日（月） 

７ ９月25日（月） 

８ 10月23日（月） 

９ 11月27日（月） 

10 12月25日（月） 

11 １月22日（月） 

12 ２月26日（月） 

13 ３月26日（月） 

 

開 催 日 時 主　な　内　容 

インシデントレポートの取り扱いと、部署別安全管理者及び専任リスクマネージャーの任務
について、医療事故発生報告、リスクマネージメント委員会決定事項報告（心電図、SPO2
モニター装着基準、2人で指差し呼称確認する医療行為、他）ワーキンググループ等からの
報告、インシデント検討部会設置について、ジェネリック医薬品導入について 

医療事故発生報告及び経過報告、リスクマネージメント委員会決定事項報告、リスクマネー
ジャー（部署別安全管理者）の任務と役割、緊急時の輸血について 

重大な事例発生報告、再発防止策の実施、外来での危険行為のインシデントレポートの収集 

１ ５月22日（月） 

２ 10月２日（月） 

３ ３月30日（金） 

開 催 日 時 主　な　内　容 

②リスクマネージメント拡大会議 



・翼付静脈注射針（安全機能なし）の採用中止の提案 
・サージカルマスクの着用について（案） 
・針刺し事故防止強化月間（案） 
・感染症発生報告・針刺し事故等報告書提出件数 

・翼付静脈注射針（安全機能なし）の採用中止の提案 
・サージカルマスクの着用について（案） 
・水痘・麻疹・風疹・流行性耳下腺炎の職員の抗体価測定とワクチン接種実施の検討 
・委託職員対象の感染防止講習会の開催について 

・水痘・麻疹・風疹・流行性耳下腺炎の職員の抗体価測定とワクチン接種実施の検討 
・抗MRSA注射薬使用状況 
・平成18年度第２回院内感染防止講演会について 
・新型インフルエンザ対応マニュアルの作成基本方針 

・平成18年5月から６月分のMRSAの遺伝子型別の結果報告 
・当院における主要な細菌に対する抗菌薬感受性率（平成18年４月～６月） 
・感染防止目的のサージカルマスクの着用について（案） 
・耳鼻咽頭ファイバースコープの洗浄・消毒について（案） 
・針刺し事故防止強化月間実施報告 

・平成18年度医療監視での院内感染防止に関する指摘と対策 
・セレウス菌に対する注意喚起 
・肺結核の院内感染を防ぐための取り決め（案） 
・感染防止強化週間 
・院内血管留置カテーテル管理について（案） 
・マキシマムバリアプリコーションセット導入提案 
・医薬品の開封後使用期限について 
・平成18年度インフルエンザワクチン接種 

・当院における主要な細菌に対する抗菌薬感受性（平成18年７月～９月） 
・ターゲットサーベイランス実施報告 
・イントロカン・セーフティー（安全機能付静脈留置針）改良品の臨床評価の許可願い 
・水痘・麻疹・風疹・流行性耳下腺炎のワクチン接種の提案 
・患者様へのインフルエンザワクチン接種推奨（案） 
・「共有玩具」の取り扱いについて（案） 

・肺結核の院内発症を防ぐための取り決め 
・気管支鏡の洗浄に関する調査報告書 
・インフルエンザ発症者の報告 
・入院患者がインフルエンザを発症した場合の対応 

・感染性胃腸炎関連報告 
・カルバペネム系注射薬の出庫状況 

・当院における主要な細菌に対する抗菌薬感受性（平成18年10月～12月） 
・衛生学的手洗い方法・速乾性手指消毒剤の使用方法ポスター 
・杏林大学医学部付属病院廃棄物分別表（案） 
・感染性胃腸炎発生報告 

・衛生学的手洗い方法・速乾性手指消毒剤の使用方法のポスター 
・杏林大学医学部付属病院廃棄物分別表（案） 
・感染性胃腸炎発生報告 
・ＭＲＳＡに対する薬剤感受性試験の実施について 
・心臓血管外科の手術部位感染の対応 

・廃棄物の分別方法（案） 
・平成18年度の1-3病棟感染性胃腸炎集団発生について 
 

１ ４月13日（木） 

２ ５月16日（火） 

３ ６月20日（火） 

４ ７月18日（火） 

５ ９月19日（火） 

６  10月17日（火） 

７ 11月14日（火） 

８ 12月19日（火） 

９ １月16日（火） 

10 ２月20日（火） 

11 ３月20日（火） 

開 催 日 時 主　な　内　容 

③院内感染防止委員会 
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４．講演会・講習会等実施状況

リスクマネージ
メント委員会 

平成18年度リスクマ
ネージメント講習会 

リスクマネージメントの基本、医療事故防止対策マニュアルのポ
イント、院内耐性菌動向と抗菌薬の適正使用、当院の災害対策に
ついて、ＮＳＴサポートチーム、輸血療法の新しい指針について 

5/8～10 1,688人 

　　　〃 

　　　〃 

医療安全講習会（新
規採用医師対象） 

医療安全の取り組み、院内耐性菌動向と抗菌薬の適性使用、輸血
時の注意事項 

6/28,7/6 74人 

平成18年度第1回リ
スクマネージメント
講演会 

診療行為等に過誤があった場合の責任について、インフォームド
コンセントについて、カルテの記載について注意すべき点 

11/27 451人 

　　　〃 平成18年度第2回リ
スクマネージメント
講演会 

事例から学ぶこと、事例に学ぶ医療紛争の背景と要因と防止、医
療行為に関連した死亡の調査分析モデル事業への依頼対象事例 

2/26 528人 

院内感染防止委
員会 

平成18年度第1回院
内感染防止講演会 

平成17年度の院内における針刺し事故、ＨＩＶ感染症の動向 5/24 428人 

　　　〃 第1回院内感染防止
講習会（派遣・委託
職員対象） 

病院感染対策の基礎 6/28,7/7 437人 

　　　〃 第2回院内感染防止
講習会（委託職員対
象） 

手洗いの演習、業務を遂行するにあたっての注意点 12/4～7 156人 

　　　〃 平成18年度第2回院
内感染防止講演会 

新型インフルエンザの現状と対策（東京都の新型インフルエンザ
対策の現状、新型インフルエンザの現状と見通し） 

7/12 337人 

個人情報保護管
理委員会 

平成18年度個人情報
保護講演会 

医療個人情報保護と共有（インフォメーションマネージメントの
観点から） 

10/5 321人 

参加者数 テーマ名 開催日 研修区分 担当部門 



新病棟開設に伴い平成17年６月に移転し、施設面は充実した。足を保護する履
物の使用、標準予防策に基づいた防護具を着用しての手術の実施を依頼した。 

①４． ９ 
②５． ０ 
③５． ０ 
④４． ６ 
⑤４． ５ 

手術部 ４月28日（金） 

昨年巡視時より大幅に改善していた。感染性廃棄物の処理、医療事故防止対策
マニュアルポケット版の携帯・感染関係個人票への記入の徹底、防護具の着用
徹底などを依頼した。 

４． ５ 
（全３８項目 
専用基準） 

腎・透析センター ５月22日（月） 

全体的に整理整頓されていた。「針刺し事故防止」の項目を中心に改善を依頼
した。 

①４． ５ 
②４． ５ 
③３． ６ 
④４． ９ 
⑤４． ２ 
 

３－５Ｂ病棟 ６月21日（水） 

針を利用する際には、携帯用廃棄ボックスまたは設置された廃棄ボックスを使
用し、安全装置付き器材も活用されていた。また、リキャップしていない部署
も８割を超えていた。一方で、グローブを着用しての採血・点滴留置針などの
刺入は６割以上の部署が実施できていなかった。 

３． ６ 
（全７項目 
専用基準） 

 

全部署： 
針刺し事故防止 

6月19日～23日 

スタッフの感染防止に関する意識が高い。また、ケア時の防護用具、特に手袋
を積極的に活用していることが確認できた。 
汚物室にゴーグル・またはフェイスシールド付マスクの設置、オムツ用のペダ
ル式廃棄容器の導入等、７事項を改善検討事項として伝えた。 

①４． １ 
②４． ８ 
③４． ３ 
④４． １ 
⑤４． ３ 
 

３－３Ｂ病棟 ７月21日（金） 

水周り周囲の環境整備がきちんと行われていた。尿器・陰部洗浄ボトルなども
水切りがしっかりとされて乾燥していた。 
固形石鹸・タオル等を患者同士が共有することのないようにすること、シャー
パックは満杯になる前に廃棄すること等、６事項を改善検討事項として伝えた。 

①４． ７ 
②４． ７ 
③４． ７ 
④４． ６ 
⑤４． ７ 

２－３Ｃ病棟 ８月14日（月） 

全体的に清掃が行き届き、清潔な環境が保たれていた。 
HEPAフィルターの定期的清掃を実施すること、オゾン水廃止等、４事項を改
善検討事項として伝えた。 

①３． ８ 
②４． ６ 
③３． ０ 
④２． ８ 
⑤４． ３ 

外来手術室 ９月５日（火） 

トイレ・汚物処理室が清潔に保たれ、日ごろの清掃が行き届いていることが確
認できた。 
汚物処理室のフェイスシールドマスク・病棟のN95マスクが切れていたので速
やかに補充すること、包交車にメディカルペールを取り付けていること等、６
事項を改善検討事項として伝えた。 

①４． ５ 
②３． ９ 
③４． ５ 
④４． ９ 
⑤４． ５ 
 

３－４B病棟 10月20日（金） 

汚物処理室で清潔区域と不潔区域が交差しないよう整備されており、シンクは
すみずみまで清掃されていた。 
シャーパックの蓋はその都度閉めること、グローブ着用時前後の手洗い・手指
消毒の徹底等、６事項を改善検討事項として伝えた。 

①４． ０ 
②４． ８ 
③４． ０ 
④５． ０ 
⑤４． ４ 
 

３－１Ａ病棟 11月24日（金） 

血管造影室エリア内に入るときのスリッパの履き替え・ガウン着用が廃止され、
入口周辺が整理されるなど、全体的に整理されていた。 
手洗い水装置の管理の徹底、速乾性手指消毒剤の活用等、５事項を改善検討事
項として伝えた。 

①３． ９ 
②４． ３ 
③５． ０ 
④３． ８ 
⑤４． １ 

放射線科 
（血管造影室） 

12月22日（金） 

汚物処理室・診察室など、全体的に整理整頓され清潔が保たれていた。また、
１．２次救急外来ではゴミの分別を徹底するための表示の工夫も見られた。 
標準予防策を徹底するため防護具の設置場所、速乾性手指消毒剤の活用・設置
場所等、６事項を改善検討事項として伝えた。 

①３． ７ 
②３． ９ 
③４． ０ 
④４． ２ 
⑤３． ９ 

ＴＣＣ１階 １月19日（金） 

全体的に整理整頓されていた。 
CVカテーテル挿入時のマキシマムバリアプリコーションの徹底、氷枕保管時
の新聞紙の再利用等、５事項を改善検討事項として伝えた。 

①４． ６ 
②４． ７ 
③４． ４ 
④４． ８ 
⑤４． ５ 

３－５Ａ病棟 ３月２日（金） 

環境整備に真摯に取り組み、検査室・患者更衣室を始め、全体的に整理整頓さ
れ、清潔が保たれていた。 
フェイスシールドマスク・ゴーグルの配備、防水シートの除去、空気清浄機の
保守・点検等、６項目を改善検討事項として伝えた。 

①４． ９ 
②４． ９ 
③４． ０ 
④４． ５ 
⑤４． ６ 

内視鏡室 ３月23日（金） 

日時 場所 結果 備考 

＊結果は巡視者評価の平均点 



５．院外委員

６．自己評価・点検



１．沿革および業務

２．平成18年度実績

30）職員教育室

オリエンテーション 

初 期 研 修  

指導者の教育 

中途採用者の教育 

医療安全教育 

その他の講習会 

内容 
職種 研修医 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

レジデント 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

上級医指導医 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

看護師 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

その他の医療専門職 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

事務職 

 

 

 

 

○ 

○ 

その他 

 

 

 

 

○ 

○ 

初期臨床研修委員会 
リスクマネージメン
ト委員会 
病院庶務課 

新採用者オリエ
ンテーション 

「医療安全管理について」 
（大槻リスクマネージャー） 

新採用研修医・
看護師 

４月４日 研修医55人 
看護師262人 

初期臨床研修委員会 
リスクマネージメン
ト委員会 
病院庶務課 

研修医オリエン
テーション 

「医療事故・医療訴訟の防止とリス
クマネージメント」（川村教授）、「医
療事故刑罰の実際」（奥野総合法律事
務所　飯田弁護士） 

新採用研修医 ４月11日 55人 

リスクマネージメン
ト委員会 

新規採用医師の
ための医療安全
講習会 

新規採用医師 ６月28日 
７月６日 
 

74人 「医療安全の取り組み」（大槻リスク
マネージャー、　城リスクマネージ
ャー）、「院内耐性菌動向と抗菌薬の
適正使用」（河合准教授、小林講師）、
「輸血時の注意事項」（大西講師） 

職員教育室 生命危機に関わ
る診療行為に関
する講習会（1）：
呼吸回路 

研修医、 
看護師 
 

８月３日～ 
　10月11日 

研修医96人 
看護師169人 

呼吸、特に気管切開患者の呼吸回路・
酸素吸入・吸引について安全に行う
ための知識を身につける（梅垣准教授、
倉井助手） 

実施主体 
または共催 

研修名 開催日 テーマ 対象職種 参加数 

リスクマネージメント関係 



職員教育室 生命危機に関わ
る診療行為に関
する講習会（2）：
インスリン注射 

インスリン注射薬の選択、薬剤の管
理と投与法についての知識を身につ
ける（小林庸子薬剤師、森小律恵看
護師、糖尿病専門医） 

研修医、 
看護師、他 
 

11月６日、
10日、17日 

研修医80人 
看護師616人 
レジデント14人 
医師15人 
その他28人 

リスクマネージメン
ト委員会 

第1回リスクマ
ネージメント講
演会 

「診療行為等に過誤があった場合の
責任について、インフォームドコン
セントについて、カルテの記載につ
いて注意すべき点」（大阪地方裁判
所部総括判事　佐賀先生） 

病院職員全職種 11月27日 1,617人 
（伝達講習 
　　　　含む） 
 
 

リスクマネージメン
ト委員会 

第2回リスクマ
ネージメント講
演会 

「事例から学ぶこと」（大槻リスクマ
ネージャー）、「事例に学ぶ　医療紛
争の背景要因と防止」（川村教授）、「医
療行為に関連した死亡の調査分析モ
デル事業への依頼対象事例」（山崎課
長） 

病院職員全職種 ２月26日 1,611人 
（伝達講習 
　　　　含む） 
 
 

職員教育室 生命危機に関わ
る診療行為に関
する講習会（3）：
輸血 

輸血についての法令・院内の取り決
めを確認し、安全に施行するための
知識を身につける（大西講師、関口
係長技師） 

研修医、 
看護師、他 
 

２月28日、 
３月2日 

研修医85人 
看護師385人 
医師5人 
その他14人 

院内感染防止委員会 第1回院内感染
防止講演会 

「平成17年度の院内における針刺し
事故」（中村看護師）、「HIV感染症の
動向－臨床現場でHIV感染症をどう
疑うか－」（河合准教授） 

病院職員全職種 ５月24日 2,086人 
（伝達講習 
　　　　含む） 

院内感染対策関係 

その他 

院内感染防止委員会 第1回院内感染
防止講習会 

「病院感染対策の基礎～もらわない
そしてうつさない～」（中村看護師、
前田看護師） 

委託職員、 
派遣職員、 
契約職員 

６月28日 
７月７日 

437人 

院内感染防止委員会 第2回院内感染
防止講演会 

「東京都の新型インフルエンザ対策
の現状」（東京都福祉保健局　鈴木指
導調整係長）、「新型インフルエンザ
の現状と今後の見通し」（国立感染症
研究所　安井主任研究官） 

病院職員全職種 ７月12日 1,320人 
（伝達講習 
　　　　含む） 

院内感染防止委員会 第3回院内感染
防止講演会 

「今冬のインフルエンザ対策」（小林
講師）、「医療監視指導事項を踏まえ
た感染防止対策」（中村看護師） 

病院職員全職種 11月８日 1,296人 
（伝達講習 
　　　　含む） 

院内感染防止委員会 第1回ICM講習
会 

「手洗い・手指消毒」（中村看護師、
前田看護師） 

医師、看護師、 
技師 
 

11月10、 
13、15日 

1,183人 
（伝達講習 
　　　　含む） 

院内感染防止委員会 第2回院内感染
防止講習会 

「手洗いの演習、業務を遂行するに
あたっての注意点」（中村看護師、前
田看護師） 

委託職員、 
派遣職員、 
契約職員 
（看護助手、 
　　　清掃員） 

12月4～7日 156人 

院内感染防止委員会 第4回（緊急）
院内感染防止講
演会 

講演「冬の感染性腸炎」（小林講師）、
「感染性胃腸炎集団発生の予防と対
策」（中村看護師） 

病院職員全職種 12月13日 1,335人 
（伝達講習 
　　　　含む） 

職員教育室 感染性胃腸炎感
染対策講習会 

「感染性胃腸炎・インフルエンザ」
（感染管理認定看護師　前田看護師） 

委託職員、 
派遣職員、 
契約職員 

1月16日、
18日 

40人 

初期臨床研修委員会 新採用研修医オ
リエンテーション 

（別表参照） 新採用研修医 
 

4月3日～ 
　　　15日 

55人 

初期臨床研修委員会 講演会 「研修医のメンタルヘルスケアについて」
（文教学院大学　伊野教授） 

指導医 4月11日 30人 



看護部 
初期臨床研修委員会 

新採用研修医オ
リエンテーション 
新採用看護師オ
リエンテーション 
 

「病院の理念・基本方針・目標」（東原病
院長）、「看護部の理念・目標」、「病院・
看護部の組織と概要」、「看護体制／看
護方式」、「報告・連絡・相談」、「看護関
連ファイル・研修医ファイル」、「個人情報
保護法について」（福井看護部長）、「医
師の臨床研修制度について」（赤木教授）、
「わが国の医療供給体制について」（厚
生労働省医政局　針田医療計画推進
指導官）、「特定機能病院の役割と地域
医療連携」（呉屋教授）、「救急診療体
制（およびATT）について」（松田講師） 

新採用看護師 
新採用研修医 
 

4月4日、5日 
（研修医オリ
エンテーショ
ンと合同） 
 

研修医55人、 
看護師262人 
 

個人情報保護管理委
員会 

個人情報保護講
演会 

「個人情報保護と共有　インフォメーショ
ンマネジメントの観点から」（科学技術文
明研究所特別研究員、東京大学非常勤
講師　稲葉先生） 

病院職員全職種 10月5日 321人 

職員教育室 
麻酔科 

輸液勉強会 「周術期輸液・酸素代謝」（埼玉医科大
学総合医療センター麻酔科　宮尾教授） 
「輸液と循環血液量」（飯島准教授） 
 

研修医、 
看護師、他 

1月13日 研修医91人 
看護師31人 
医師5人 
その他2人 

平成18年度研修医オリエンテーション 
（看護師オリエンテーションとの共通プログラムは省略、また前表と一部重複） 

60分 

 

 

100分 

 

100分 

60分 

40分 

80分 

30分 

30分 

120分×2 

120分×5 

80分 

90分 

70分 

50分 

40分 

90分×3 

 

120分 

50分 

30分 

120分 

60分 

110分 

240分 

60分 

210分 

120分 

340分 

研修医の諸手続きについて 

診療衣の貸与について 

医師賠償責任保険について 

初期臨床研修プログラムについて 

病院・研修医連絡会について 

院内オリエンテーリング 

医療事故の刑事責任 

指示の出し方に関する決まり 

1年目の研修の概要 

患者が薬を得るまで（処方箋記載法） 

院内CPCについて 

基礎演習：オーダリングシステム 

基礎演習：接遇 

死亡診断書の書き方 

基礎演習：BLS 

保険診療のガイドラインと注意事項 

保険診療から見たカルテの書き方 

レセプトの問題点（解説） 

EBM（Evidence Based Medicine） 

 

基礎演習：採血 

医療事故・医療訴訟の防止とリスクマネージメント 

診療録の管理、開示 

基礎演習：感染 

基礎演習：血圧測定 

基礎演習：診療録の書き方 

看護実習 

「あなたの患者になりたい」 

基礎演習：医療面接 

基礎演習：輸液ポンプ 

各科紹介 

 

庶務課 

庶務課 

KRロジスティックス 

初期臨床研修委員会 

 

初期臨床研修委員会、各部署 

奥野総合法律事務所　飯田弁護士 

大槻リスクマネージャー 

内科、外科、麻酔科臨床研修担当責任者 

薬剤部　篠原部長 

病理部　飯原准教授 

庶務課、富士通 

アトリエ・ラフィネ　大江先生 

法医学　佐藤教授 

救急医学　八木橋助手 

東京社会保険事務局　澁澤指導医療官 

総合診療科　田中准教授 

総合診療科　田中准教授 

衛生学　高島教授、上村講師、 

医学図書館　諏訪部係長 

初期臨床研修委員会、看護部 

保健学部　川村教授 

診療情報管理センター長　吉野教授 

初期臨床研修委員会 

看護部 

初期臨床研修委員会 

看護部 

東京SP研究会　佐伯先生 

初期臨床研修委員会、東京SP研究会 

看護部、ME室 

各科臨床研修担当責任者 

時　間 内　　容 担　　当 
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